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「二年Ｃ組の美み和わ風ふう子こです。このたび、美化委員会の委員長を引き継つぐことになりました。至いたらないことが多いと思いますが、よろしくお願いいたします」

　美和風子は、少し早口で言って深く頭を下げた。昨日きのうの夜、必死で考えて暗記してきた挨あい拶さつの言葉なので、間違えずに言えたことにホッとする。

「ありがとう、美和さん。よろしくね」

　委員会顧こ問もんの成なる瀬せ先生が拍はく手しゆをすると、それにつられて小さく拍手がわき起こった。

　成瀬先生は三十代の女性教員で、とても穏おだやかないい先生だ。

「じゃあ、副委員長の津つ山やまさん、書記の[image: ]さかきさん、会計の瀬せ尾おさんも挨拶をお願いしますね」

「はい。副委員長を拝はい命めいした津山です。僕は……」

　風子は副委員長の挨拶を聞きながら部屋を見回した。

　今日は後期美化委員会での初顔合わせだ。

　前期も美化委員を務つとめていたので、後期もそのまま続けることにしたのだが、まさか委員長をやるはめになるとは思っていなかった。前期はずっとヒラ委員で、会計だったわけでも、書記だったわけでも、ましてや副委員長だったわけでもないからだ。

　なのに昨日、突然、前任の委員長である佐さ久く間ま慧けい先輩から、委員長をやってくれないかと頼まれてしまったのだ。

（どうして……私なんだろう？）

　腑ふに落ちないながらも、お世話になった佐久間先輩からの頼みなので引き受けることにした。

　佐久間先輩を見ると、やわらかな笑えみを浮かべて挨拶を聞いている。

　美化委員は各クラス二名ずつ選出されるので、三学年×各四クラスで合計二十四人いる。

（こんなにたくさんの人たちを、まとめられるのかな……？）

　突然、不安になってきた。

　しかも、二十四人のうち半分は、名前もわからない人たちだ。

　役員全員の挨拶が終わったところで、風子は提案をすることにした。

「すみません。このノートに座席表を書きましたので、自分の座っている場所に、クラスと名前を書いてもらってもいいでしょうか？」

「前向きでいい提案だね。やっぱり美和さんにお願いして正解だったな」

　佐久間先輩に褒ほめられても、なんだか居い心地ごこちが悪い。

（名前、覚えられないからなんだけど……）

　少しぎこちない笑顔を返しつつノートを回すと、どんどんと空くう欄らんが埋うまっていく。

　戻ってきたノートは、ちょっとした寄せ書きのようになっていた。

　四角い欄に対して、きっちり収まっている字や、はみ出ている字。小学生の男の子のように元気な字や、整った美しい字。

　中でも飛び抜けて落ち着いた、きれいな字が目についた。

　一年Ａ組　伊野柊真。

（いの、とうまくんって読むのかな……？）

　該がい当とうの席を見ると、頰ほおづえをついて窓の外を眺ながめている男の子が座っていた。

　メガネにサラサラした髪かみの、整った容姿の男子生徒だ。

（へえ、あの子が……）

　風子はなんとなく、その横顔から目が離せなくなってしまった。
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　その後、最初の活動をすることになった。

　風子が通うのは、三み森もりヶが丘おか高校。関東のベッドタウンにある県立の高校で、各学年四クラス、全校生徒五百名弱の、裏生徒会もなければ、窓ガラスを割るような不良もいない、居心地のいい、ごく普通の学校だ。

　美化委員会というのは、文字通り校内や校こう舎しや外がいの美化を目的としている委員会だ。

　全校一いつ斉せい清せい掃そうのとりまとめや、清掃用具の管理、ゴミの分別や回収のチェック、古紙の回収など、いろいろな仕事をする。

　美化委員会は、部ぶ室しつ棟とうの一室を使っている。荷物が多いので乱雑になりそうなものだが、そこは美化委員会だけあって、整せい理り整せい頓とんされた空間になっていた。

　前期は言われたことだけやっていればよかったから気づかなかったが、美化委員会としてやるべきことは、思いのほかたくさんあった。

　佐久間先輩が用意してくれたプリントを元に、いくつかのグループに分かれて作業をやることになった。

　しかし、部活やバイトのある生徒が多く、残ってくれたのは半数以下の七名だった。

「ごめん、美和。俺もバイト入ってるんだ。今度はちゃんとやるから！」

　同じクラスの男子美化委員も、謝りながら帰ってしまった。

（今日の召しよう集しゆう、急だったから仕方ないよね）

　風子は伊い野のくんと同じグループで作業をすることになった。清掃用具の在庫チェックだ。

「じゃあ、オレが書き取りますよ。数を読み上げてもらっていいですか」

「あ、うん。ありがとう。じゃあ、端はじからいくね。未使用モップ、五本。未使用ホウキ、六本。それから……」

　三十分ほどで作業は終わった。

「これで、いいスか？」

　ボードを手渡され、在庫表を見る。

（あ、やっぱりきれいな字……）

　文字も数字もとても美しく、風子は思わず見とれてしまった。

「なんか間違ってましたか、先輩？」

「……え？」

　伊野くんが怪け訝げんそうな顔で、風子の持っているボードを覗のぞき込んでくる。

「なにか、ミスってました？」

（今、先輩って……）

　あまり言われ慣れない単語なので、自分のことだと気づかなかった。

　中学生の時にも後輩はいたし、高校で二年生になってからも半年経たつのだが、特に部活にも入ってはいないので、『先輩』と呼ばれることがこれまで数回しかなかったのだ。

　なのであらためてそう呼ばれると──。

（なんか、照れるかも……）

「……先輩？」

「あ、ううん！　ばっちりＯＫだよ、ありがとう」

　風子はそう答えながら、美化委員の仕事をがんばろうと、心に誓ちかった。
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「伊い野の、遅おせぇよ。早く早く～」

　移動教室に向かう途中、少し前を行く滝たき本もと樹いつきが振り返って大きく手を振る。

　ともすれば、海うみ辺べのバカップルイメージ映像の片割れを担たん当とうさせられている気分になる。

　伊野はいつも以上に低い声で呟つぶやいた。

「……無む駄だに元気だな。暑苦しい」

「お前、ホント失礼だよな！　俺のどこが暑苦しいんだよ？　愛くるしいの間違いだろ」

　伊野は無表情のまま滝本に追いつき、ゲシッと蹴けりを入れた。

「いって～！　なにすんだよ、急に！　俺のセクシーな尻しりの形が変わったらどーする気だ!?　人類の損そん失しつになるんだぞ！」

「……別に、変わっても誰だれもなにも困らないから安心しろ」

「ムッカー！　伊野、お前ね、ちょっと顔がよくてファンクラブとかあるからって、そういう物言いはいかがなものかと思うぞ！　だいたい……」

　滝本は、いつもツルんでいるクラスメイトでいいヤツだが、たまにめんどくさい。

（いや……ほぼ常にか……？）

　脳のう内ないナレーションに自じ己こツッコミを入れていると、急に誰かに名前を呼ばれた。

「あ、伊野くん。こんにちは」

　ふんわりとやわらかい声だ。明らかに滝本のものではない。

　振り返ると、見覚えのある顔だった。小こ柄がらで小動物のような──。

（美化委員長だ……）

「ども……」

　会え釈しやくをすると、美化委員長はにっこりと笑った。

　伊野は前期は美化委員をしていない。なのに、もう名前を覚えてくれていることに少し驚く。委員会にはたくさんの人がいるからだ。

（オレなんか、このヒトの名前だって覚えてないんだけどな……）

「なに、風ふう子こ、知り合い？」

　一緒にいた長身のポニーテールの女子が、どこか品定めするように伊野を見つめる。

　美化委員長は、コクリと頷うなずいて伊野に笑いかけた。

「うん。美化委員会で一緒だよね、伊野くん」

　当たり前のように、再度名前を呼ばれた。

「あ、はい……」

「あ。でも、下の名前の読み方がわからないんだ。『とうま』くんでいいのかな？」

「いえ、『しゅうま』と読みます」

「そうなんだ。ごめんね。伊野柊しゆう真まくん」

「……いえ。よく読み間違えられるので」

「なになに？　美化委員会って昨日きのうが初めてじゃなかったっけ？　昨日出たばっかで、もー上級生に名前覚えてもらってんの？　さっすが、伊野ー」

　伊野は滝本の言葉にどう答えていいのかわからず、黙だまっていた。

「そういえばそうだよね。もう名前覚えたの、風子？」

　ポニーテール先輩が、不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

　どうしてなのか知りたかったので、伊野はじっと美化委員長を見つめた。

　美化委員長は、なんだか困ったように手をパタパタと動かす。

　そんな様子も小動物を思わせると、伊野は思った。

「え、あの……そうだけど、一緒に作業したし、名めい簿ぼに名前を書いてくれたから」

　けれど、伊野以外にも出席者はたくさんいた。各クラス二人だから、二十四人いたはずなのだ。

「委員会って結構な人数でしょ？　もしかして全員覚えたの!?」

　ポニーテール先輩の絶ぜつ妙みような質問に、伊野は内心で拍はく手しゆを送った。

　美化委員長はクスクスと笑って手を振った。

「まさかー。伊野くん、すごくきれいな字だったから、印いん象しよう的てきだったんだよ。お習字とかしてたの？」

　美化委員長は、小首を傾かしげて伊野を見上げてくる。

　伊野は、少し逡しゆん巡じゆんしたあとで、ボソリと答える。

「まあ、多少は……」

「やっぱり。すごく落ち着いたきれいな字だよね。思わず見とれちゃった」

　その言葉が妙みようにうれしかったので、伊野はただじっと美化委員長を見つめていた。





[image: ]






　その日以降、校内で美化委員長の先輩を見かけることが多くなった。

「風子、それ持ちすぎだって。貸しなよ、半分持ってあげるから。なにこれ、クラス全員分のドリルとノート？」

「ありがと、由ゆ利り。うん、そうみたい。返しておいてくれって」

「もー。いくら先生の指示だって、たまには断っていいんだよ。日直だっているんだし」

「うん。でもついでだったから大丈夫だよ」

「風子がそう言うならいーけどね」

　そのやりとりだけで、二人の関係性が見て取れた。

　別の日も──。

「風子、ホントに大丈夫？　突き指したんじゃない？」

「平気だよ。ちょっとひっかかっちゃっただけだから」

「いっくら授業だからって、無理することないんだよ？　跳とび箱ばこなんかで怪け我がしたら、元も子もないじゃん」

「うん。でも、四段が飛べないの私だけだから……」

「じゃあ、昼休み、一緒に練習する？　コツ教えてあげるよ」

「いいの？　ありがとう、由利！」

　さらに別の日も──。

「風子ー。こっちこっちー！」

「待って、今行くー……あっ！」

　目の前を横切って走る美化委員長が、突然なにかに躓つまずいてよろけた。

（危な……）

　伊野は思わず身を乗り出しかけた。けれど、美化委員長はなんとか踏ふみとどまって、ポニーテールの先輩の方へ駆かけ寄っていく。

「ちょっと風子、大丈夫!?」

「うん。平気ー」

　美化委員長は、ふんわりと笑えみを返す。

　伊野は、思わず差し出しかけた手をゆっくりと引っ込めた。

（……なんか、いつもテンパりつつがんばってんな、あのヒト……）

　どこか目が離せない気がしてならない。

　あのポニーテールの先輩も同じ気持ちなのか、いつもなんやかんやと世話を焼いているようだ。

　その後、さらに四回目の遭そう遇ぐうで、伊野はやっと美化委員長のフルネームを覚えることができた。それも、周りの人に呼ばれている声で。

（ミワフウコ先輩か……）

　その語ご呂ろがなんだか心地ここちよくて、伊野は何度も何度もその名前を心の中で繰くり返した。
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　美化委員会があるというので美化委員室に顔を出すと、先輩だけがいた。

「伊野くん、来てくれたんだね」

「はい。あれ？　ほかの人は……？」

　先輩は、どこか申し訳なさそうに笑って頭を下げた。

「実は、今日は伊野くんにお願いがあって」

「オレに？」

「これなんだけど……」

　先輩の後ろの机の上に、半紙と硯すずりと筆が置いてあった。

「……習字、するんスか？」

「美化委員会の今月の目標を書いて廊ろう下かに貼はらなきゃいけないんだけど、どうしても上う手まく書けなくて……」

　見れば、よけてある使用済み半紙にはあれこれ文字が書いてある。

『美しい学まなび舎やにしよう』『目指せ！　ピカピカの廊下』『ゴミはゴミ箱へ』などなど、どれも清せい掃そうの尊とうとさを謳うたったものだ。

「標語みたいなもんスか？」

「うん。内容はこれで決定したんだけど、私じゃ字がヘタすぎて……」

　先輩が手にしたのは『きれいな場所で心もきれいに』と書かれた半紙だった。

　確かに上手くはないが、丁てい寧ねいに書いたことは一いち目もく瞭りよう然ぜんの温かみのある文字だった。

（味があって嫌きらいじゃないけどな……）

「それでね、伊野くんに書いてもらえたらって思って、来てもらったんだけど……ダメかな？」

　なにをやらされるのかと思えば、おやすいご用だ。

「別にいっスよ、それくらい」

「いいの!?　ありがとう！」

　両手で両手をギュッと握にぎりしめられてしまった。

　小さな手は、想像よりもずっと温かい。

（うわ……）

　突然のことに驚く伊野には気づかず、先輩はいそいそと書の準備をはじめる。

「墨すみの濃こさって、このくらいでいいかな？　もう少し磨すった方がいい？」

　焦あせっているのは自分だけで、相手はなんとも思っていないようだ。

　それが少しシャクに障さわる。

「……大丈夫ス」

　軽く腕うでをまくり、筆を受け取って、試ためし筆を走らせてみる。

　墨の濃度は悪くない。基本に忠実に、マニュアル通りに磨ったみたいだ。

　久しぶりに嗅かぐ墨の香りを堪たん能のうしてから、文字を大たい書しよしてみた。

（まあ、久しぶりの毛筆なら、こんなもんか？）

　あと数枚練習すれば、なんとか使えるレベルのものを書けそうだ。

「わあ。やっぱりすごいね。こんなきれいな字が書けるなんて、きっと心もきれいなんだね」

（…………は？）

　あまりにもストレートな褒ほめ言葉に、思わず口が開いてしまった。

（なんで、字がきれいだと心も……？）

　ワケがわからないが、褒めてくれてはいるらしい。

　そういえば、この標語も『きれいな場所で心もきれいに』だ。

　顔を見れば、からかわれているわけではなく、本気の言葉なのだということもわかる。

（このヒトって……）

　どう返答していいかわからず困こん惑わくしていると、いきなり先輩が近寄ってきた。

「ああ、伊野くん、大変！　動かないで、そのまま！」

「……え？」

　筆を持ったまま硬こう直ちよくしてしまっていたようで、筆ふで軸じくを伝って腕の方へと、墨が垂たれてしまっていた。

「筆、貸して。このまま動いたらダメだよ。ちょっと待っててね」

　先輩は筆を硯の上に戻し、伊野の腕の墨を半紙で吸い取ってくれた。

　その上で、ウエットティッシュで丁寧に汚よごれを拭ぬぐい取ってくれる。

　慌あわてながらも的確に処しよ理りしてくれるのを、ただじっと見つめる。小さな手に世話を焼かれるのが、なんだかくすぐったい気がした。
















（なんか、暑い……？）

　心なしか心しん臓ぞうの鼓こ動どうが激しくなってきた気がする。

　なので、それをごまかすために言ってみた。

「先輩、意外と平気で男の手とか触さわれちゃうんですね」

　できるかぎりさりげなく、平へい坦たんな声で。

「えっ!?」

　先輩は一いつ瞬しゆんで真まっ赤かになって硬直した。

　伊野の腕をつかんでいた指先の体温が、一気に上じよう昇しようしたのがわかる。

　でもその熱い指先は、すぐに離れていってしまった。

「えっと、あの、これはその……緊きん急きゆう事じ態たいだったからで、いつもこんなふうに、男の人に触ってるわけじゃ……なくて、あの……っ！」

　弁べん解かいするように手をパタパタと上下させている。

　リスやハムスターなどの小動物のような、やたらかわいい反応だ。

　もっとこういう姿を見たいし、自分だけのものにしたいかもと思ってしまう。

「だ、だから今のはね、そういうんじゃなくて……って、伊野くん、聞いてる？」

「聞いてますよ」

　伊野は、思わず笑ってしまいそうなのをこらえてそう答えた。
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　それから数日後。チャンスは、意外に早く訪おとずれた。

　またしても美化委員室で二人っきりになったのだ。

（今しかないな……）

　予想外に喉のどが渇かわくがそれは無視して、一いつ生しよう懸けん命めい作業の準備をする先輩に言ってみる。

「先輩、オレとつき合いませんか？」

　思ったより普通に声が出た。

「え!?」

　先輩は、ビックリしたように目を見開いて伊野を見ている。

「好きな人います？」

「いないけど……」

　伊野は心の中でガッツポーズをした。

「じゃあ決まりですよね」

　頷きながら言うと、先輩は困惑の表情を浮かべた。

「えっ!?」

　リアルでクエスチョンマークがいくつも先輩の頭上に浮かんでいるかのようだ。

　多少、だまし討うちみたいなことは否いなめないが、よしとしよう。

　取りあえず、『ＮＯ』や『イヤ』などの否ひ定てい的てきな言葉はなかったし、心底嫌われている様子もなさそうだ。

（これから、ゆっくり好きになってもらえばいいか……）

　伊野は今後の予定を立てながら、じっと先輩を見つめた。
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　十一月八日の放課後。事件は起きた。

　美化委員室で作業をしていたら、いきなり伊い野のくんに言われたのだ。

「先輩、オレとつき合いませんか？」と。

「え!?」

　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのか理解できなかった。

（ああ、今日の放課後、どこかのお店につき合ってほしいとか？）

　そう、納得しようとしたのに──。

「好きな人います？」

（やっぱり、そっち系の話なの～？）

　風ふう子この頭の中で、数人の風子が臨りん時じ脳のう内ない会かい議ぎを繰くり広げる。

（つき合うって、伊野くんと私が？）

（そんなことって、あり得る？）

（……うん、よく手伝ってくれるし、やさしいいい子だし、嫌きらいじゃない）

（嫌いじゃないなら、好きなのかな……？）

（じゃあ、つき合ってみてもいいの……かな？）

（いいんじゃない？）

　どうやら合意に達したらしい。

「いないけど……」

　実際いないんだから、そう答えるしかなかった。

　──すると。伊野くんはかすかに微笑ほほえんで言った。

「じゃあ決まりですよね」

「えっ!?」

　風子の返事を待たずに、なぜかそういう決定となってしまった。

（伊野くんと、つき合うんだ……。ホントに……？）
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　そんなわけで、伊野くんとつき合うことになった。

　なので翌よく日じつの昼休み、親友の早はや川かわ由ゆ利りに報告することにした。

　由利は、中学の時からの友人で、スラリと背が高くスタイルのいい美人だ。スポーツ全ぜん般ぱんが得意で、よくいろいろなクラブから助すけっ人ととして呼ばれては活かつ躍やくをしている。

　そんなふうに気さくで交友関係が広いせいか、男女問わず友達が多い。

「へー。風子にカレシがねぇ……」

　由利は、おもしろそうに笑いながらサンドイッチを齧かじっている。

「こないだの一年生か。イケメンだとは思うけど、なんか意外～。風子はあの元美化委員長あたりとつき合うかと思ってたよー」

「え？　なんでここに佐さ久く間ま先輩の名前が出てくるの？」

「だってあの人、風子狙ねらいっぽいじゃん？　それにまあ、顔も整ってるし、いい人そうだし、あの人になら風子を任せてもいいかなって思ってたんだよね～」

「確かに佐久間先輩はいい人だしかっこいいけど、そんなんじゃないよ」

「そーかなー？　あたしの勘かんって結構当たるんだけどなー」

「そうなの？」

「運動部はつき合ったり別れたりする人が多いからねー。見慣れてるとそういう勘も働くっていうの？　でも、まあ初カレシができてよかったじゃん。おめでと」

「……うん。ありがと」

「あれ？　なにその浮かない顔？　もしかして好きじゃないとか？」

　お弁当を食べる手が、思わず止まってしまう。

「うん……。嫌いじゃないし、いい子だと思うよ。好きか嫌いかっていったら、好きだし。でもカレシっていわれると、よくわかんなくて……。それに伊野くんがどうして私とつき合う気になったのかもよくわかんないし……」

　いつも笑顔の由利が、珍めずらしく真顔になった。

「本人から聞いてないの？」

「なんかはぐらかされちゃって、教えてもらえなかったんだよね」

「……風子、大丈夫？　無理してつき合うんなら、やめなよ？」

「うん。無理してるわけじゃないんだ。でもなんか、腑ふに落ちないっていうか、このままでいいのかなって思っちゃって……」

　結局、その日のお弁当の味は、よくわからなかった。
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　さらに二日後の十一月十一日の放課後。

　風子は、美化委員の作業をするため、美化委員室にこもっていた。

　するとふらりと現れた伊野くんが、風子に赤い箱を見せてきた。

「先輩、これ」

　チョコレートのポッキーだ。

「え、なに？　とつぜん」

「今日、ポッキーの日らしいんで、買ってきました」

　伊野くんは風子にそれを渡して、自分は定位置のイスに腰こし掛かける。

「……ポッキーの日って、なにするの？」

「さあ？　食べりゃいいんじゃないスか。あと、ポッキーゲームとか」

　風子は首を捻ひねった。

（ポッキーゲーム……？）

　風子の知るかぎり、ポッキーゲームというのは、ポッキーの両りよう端はしを二人の人間が同時に咥くわえて食べ進めていき、先に唇くちびるを離した方が負けというゲームだ。

　飲み会などの余よ興きようや罰ばつゲームとして用いられるらしいが、風子にそんな経験があるはずもない。

　なぜ知っているのかといえば、テレビ番組で見たからだ。

（……え？　つまり彼はそれがやりたくて、わざわざ買ってきたってこと？　これはアピールなの……？）

　ザワザワする心を押しとどめつつ、あれこれ考える。

　伊野くんを見れば、余裕の顔であくびをしながら後ろ髪がみを搔かき、美化委員会の書類に目を通している。

（く……っ、なんて余裕の表情……！　でもここはやっぱり、先輩である私がリードするべきなんじゃ……!?）

　風子はゴクリと息をのみ、ポッキーの箱を握にぎりしめる。

　やけに、壁かべの時計の秒針がうるさく感じられた。

　しばしの逡しゆん巡じゆんの末すえ、やっと決心する。

（よし、がんばろう！）

　ポッキーの箱を開け、中から一本取り出す。

　それを口に咥えて、伊野くんに向かって突き出しながら目をつむると──。

「あ、先輩、ここって結局このまま……で」

　こっちを見た伊野くんがフリーズした。

「…………え。なにしてんスか」

　今度は風子がフリーズしてしまう。

「へ!?　やりふぁふぁっふぁんじゃ……」

『え!?　やりたかったんじゃ……』と言いたかったのだが、ポッキーを口に咥えているため間の抜けた声になってしまった。

　伊野くんは、澄すました顔で言う。

「別にキスなんか、したくなったら勝手にしますよ。まあ、先輩がこういうのがいいっていうなら……」

　伊野くんの顔が近づいてきて、パクッとポッキーの端を咥える。

　すぐ目の前、鼻と鼻が触ふれるほど近い距離だ。

「～～[image: ]　きゃあああ～ムリムリムリ！」

　風子は慌あわてて唇を離した。

　その勢いで、ポッキーがポキッと折れる。

「あ」

　伊野くんが、残念とも、楽しそうとも取れる短い声をもらした。
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　美化委員会主しゆ催さいの全校清せい掃そうの日。

　風子は朝一番で会計担たん当とう者しやに呼び出され、美化委員室に顔を出した。

　その日は午後から全校生徒で一いつ斉せい清掃することになっているのだが、発注単位ミスで、掃そう除じ道具がまったく足りないのだと、会計担当者に言われてしまった。

「すみません！　私が間違えてしまったせいで……」

　発注をしてくれた会計担当者は、泣きそうな顔をしている。

「ううん。私の確認が甘かったんだよ。ごめんね。午後までになんとかするから大丈夫だよ。もう授業がはじまるから戻って」

「でも……」

「大丈夫。顧こ問もんの成なる瀬せ先生や、佐久間先輩に相談するから。ね？」

　そう言うと、やっと会計担当者はクラスに戻ってくれた。

（でも、雑ぞう巾きんとホウキとモップと洗せん剤ざいか……。どう見み繕つくろっても、人数分には足りないよね……）

　ちょうど在庫の入れ替えのために、傷いたんだものや壊こわれたものを買い換かえた矢先で、古いものは先に処分してしまったのだ。

（新しいのが来てから処分すればよかった……）

　後こう悔かいしてもはじまらないので、相談をしようと職員室に向かった。

　けれど、成瀬先生はお子さんが熱を出したために、急きゆう遽きよお休みを取っていた。

　佐久間先輩に相談しようとしたけれど、三年生は今日の午前中模も擬ぎ試し験けんがあると知り、とてもそんな相談はできない。

（困ったな。どうしよう……。商店街のお店に在庫あるかな……）

　廊ろう下かでいろいろ考え、まずは担たん任にんの先生に相談してみようと決める。

　もう一度職員室に戻ろうとすると、背後から声をかけられた。

「先輩、おはようございます」

　その声を聞いたとたん、思わずホッとしてしまう。

　振り向くと、少し眠そうな顔をした伊野くんが立っていた。

「おはよう、伊野くん」

　伊野くんは、風子の顔をじいっと見つめてくる。

「……なんかありました？」

「伊野くんこそ、どうしてここに？」

「日直なんで日誌を取りに。……先輩、なにがあったんですか？」

　同じことを聞かれ、風子は事じ態たいを説明することにした。

「……掃そう除じ道具ですか。発注書ありますか？」

「うん。これ……」

　伊野くんは発注書を受け取るなり、スマホであれこれ調べはじめる。

「これ、雑巾と洗剤は、オフィス用品の即そく日じつ配達で頼めば大丈夫です。ここの業者なら、エリア内は二時間配送だから、午前中に届きます。即配料金の千円て出ますよね？」

「もちろんだよ」

「了解。じゃあ、オーダーしちゃいますね。着払いで大丈夫ですか？」

「うん。事務所にお金を預けておくから」

「わかりました」

　そのままスマホにあれこれ打ち込んで、送信ボタンを押す。

　すぐに戻ってきたオーダー完了のメールを、風子のスマホに転送してくれる。

「料金とか、そこに書いてあります。あとはモップとホウキですよね？　同じくらいのサイズなら、品番違っててもいいですか？」

「うん。もちろん」

「了解。ちょっと待っててください」

　伊野くんは、今度はどこかに電話をかけた。

　学校名や用件を淀よどみなく伝え、在庫の確認と取り置きを頼んでくれる。

「……わかりました。では十二時過ぎに伺うかがいますので。はい、失礼します」

　電話を切るなり、風子にそっと笑いかけてくれた。

「十と守もり駅のホームセンターに在庫があるそうです。取り置きもお願いしたので、昼休みに取りに行きましょう」

　風子は伊野を見上げてしみじみと言った。

「……伊野くん、すごいね。なんでそんなにテキパキできちゃうの？」

「別に、テキパキとかじゃ……」

「ううん、すごいよ。ありがとう。私ひとりじゃどうしようもなくて困ってたんだ」

　伊野くんは、少し困ったように後頭部を搔いた。

「ああ……うちは両親が仕事好きで、そういうの小さい頃から見てたから、かな」

「そうなんだ。すごいね」

「だから、別にすごいとかじゃないですから」

「でもありがとう、伊野くん」

　伊野くんはやっぱり困ったように笑った。

「そういうわけで、昼休み、取りに行きましょう。モップとホウキ合わせて四十本だから、台車も借りていきましょうか。外出許可取るの、お願いしていいですか？」

「もちろんだよ！」
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　昼休み、学校の許可を取って、一緒に買い出しに行くことになった。

　三み森もりヶが丘おか高校のある三森ヶ丘駅から繁はん華か街がいの十守駅までは、片道五駅の十五分くらいだ。

　上のぼりの電車は空すいていて、並んで座ることができた。

「お昼ごはん、食べ損そこねちゃうね。ごめんね」

　風子がそう言うと、伊野くんがポケットからなにかを取り出した。

「これでよかったら」

　昔ながらのかわいい包ほう装そう紙しで包んであるキャンディーだった。

「あ。それ美お味いしいよね」

　伊野くんはなぜか楽しそうに笑った。

「好きならよかったです。じゃあ、これ、あーん……」

　伊野くんは包みをほどいて、風子に飴あめを見せつける。

（…………え？）

「あれ？　あーんしてくれないんですか？」

（からかわれてる！）

「ムリムリムリムリ！　もう、なに言ってんの、伊野くん！」

　思わずムキになってしまった。

　恥はずかしくて、頰ほおが熱い。きっと真まっ赤かになっているはずだと風子は思った。

「せっかくつき合ってるのに」

「つ、つき合ってても、電車の中であーんとかしません」

「電車の中じゃなかったらいいんですか？」

「そ、それもなしです」

　さらになにか言われたらどうしようかと思ったが、伊野くんはそこであっさり引いてくれた。

「……はい。じゃあ、これあげます」

　伊野くんは開けてしまった飴を自分の口に放り込み、新しい飴を風子にくれた。

「……ありがとう」

　ちょっとホッとしつつ受け取ると、今度は緑茶のペットボトルを差し出された。

「これ買ってきたんで、間接キスでよければどうぞ」

「……か……っ！」

　思わず言葉に詰まる。もう、顔といわず、全身が熱い。

　伊野くんはそんな風子を見て満足げに頷うなずくと、もう一本別のペットボトルを取り出した。

「冗じよう談だんスよ。ほら、こっち。確か先輩は麦茶が好きなんですよね？」

「……知っててくれたんだ？」

「だって、大たい抵ていそれ飲んでるじゃないスか」

「ありがとう」

　一口飲むと、それはいつも以上に美味しく感じられた。

「委員長なのに、助けてもらってばかりでごめんね」

「別に。俺も美化委員ッスから。まあ、それ以前に先輩のカレシですしね。助けますよ」

　ぶっきらぼうな言い方とは裏腹に、その言葉はとてもやさしく聞こえた。
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　スポーツ以外はわりとなんでもできてしまう美み和わ風ふう子こだが、実はほかにもう一つ苦手なことがある。




　土曜日に伊い野のくんと勉強をすることになった。

　両親は親しん戚せきの法事に、弟の蒼そう太たはサッカー部の練習に行っている。

　もう、何度も家に呼んでいるので、伊野くんが家にいてもあまり違い和わ感かんはない。

　部屋で向かい合って勉強していたが、ふと時計を見ると、一時近くになっていた。

「ごめん！　伊野くん、お腹なか空すいたでしょ？　なにか作るね」

　いつもはごはんを作ってくれる母親が留る守すなのに、勉強に集中しすぎてまったく気づかなかったのだ。

（こういうとこ、直さないとなぁ……）

「ちょっと待っててね」

　そう言い置いてキッチンに向かった。

　腕うでまくりをしながら冷れい蔵ぞう庫こを開けて考える。

（ええと、なんにしよう……？）

　ご飯とベーコンと卵と野菜があったら──。

（うん、これは、チャーハンしかないよね）

　引き出しから三さん角かく巾きんを取り出して、髪かみをキュッとまとめる。

　風子は料理が苦手ではない。小さな頃から、よく母親を手伝っているからだ。

　ただ、得意かと聞かれると、実はそうでもない。

　なぜかというと、目分量というものがよくわからないからだ。『塩少々』『醬しよう油ゆ適量』『小ネギひとつまみ』などの、曖あい昧まいな言葉への対応が難しい。

（少々って、どのくらいなの？　適量って、なにをもって、最適な量なの？　ひとつまみって、手の大きさで全然違わない？）

　そう考えると、思考が停止してしまうのだ。

　なので、すべてをきっちり量はかるお菓か子し作りではよく褒ほめられるのだが、通常の家庭料理などではあまり褒められた記き憶おくがない。

　可もなく不可もない味──それが、風子の料理への評価だ。

　しかも、悩みに悩んで作るため、やたらと時間がかかってしまう。

　待たされた分、点数は厳きびしくなるのが常なので、そんなところも評価に関係しているのかもしれない。

（急がないと、お腹を空かせた伊野くんを待たせちゃう……）

「えーと、まずご飯を温めてからだよね……」

　冷蔵庫の冷ひやご飯を、レンジにかける。

　作り慣れたチャーハンだというのに、人を待たせているというプレッシャーと、味つけへの不安から、妙みようにモタモタしてしまう。

「……あ。ベーコンとネギを切っておかなくちゃ……」

　あたふたと準備をしていると、背後からクスクスと笑う声が聞こえた。

「伊野くん。勉強続けてていいよ。できたら呼ぶから。……っていうか、どうして笑ってるの？」

「……その三角巾がなんか懐なつかしくて……」

「え？　料理の時はしない？　だって、家庭科の授業でそう習ったよ？　授業中みんなしてるし」

「……家でもしてる人は少数派かも」

（確かに、お母さんも蒼太も、してるの見たことないけど……）

「えええ！　そうなの？　じゃあ、取る。取ります！」

　慌あわてて外はずそうとしたら、その手をそっとつかんで止められてしまった。

「別にいいんじゃないスか？　そのまんまで」

「……でも、みんなはしないんだよね？」

「たぶん。でも、先輩に似合っててすごくかわいいから、しててください」

　三角巾の上から、頭をポフポフと撫なでられてしまった。

（ち、近い。近いよ、伊野くん……）

　風子が思うに、伊野くんは見かけによらず、パーソナルスペースが狭せまい。

　もちろん、イヤではないが、なんだか息をするのが苦しくなる時がある。

　それに恥はずかしさと照れくささで、頭がショートしてしまいそうだ。

　風子はさりげなく距離を取って、料理に戻った。

　なのに、伊野くんの視線が気になってしまって作業に集中できない。

「……伊野くん。部屋で勉強の続きしてていいよ？」

　もう一度そう促うながしてみたが、伊野くんは首を横に振る。

「いえ。先輩のこと見てたいんで」

「…………っ！」

　思わずお皿を取り落として割ってしまった。こんな失しつ態たいは、数年ぶりだ。

「うわ、やっちゃった！」

　慌ててしゃがみ込み、破は片へんを片づけようとしたら、今度は指先を切ってしまう。

「……っ！」

　痛みで引っ込めた手を、伊野くんにそっとつかまれた。

「立ってください。ほら、こっち」

　腕を取られ、流し台で流水に当てられる。

「……痛くないですか？」

「うん。ちょっと切っただけだから大丈夫だよ。ありがとう」

　伊野くんはじっと風子の顔を見て、ボソリと言った。

「ホントはオレが指を咥くわえて血を吸い取るのがいいんでしょうけど、バイキンが入ってもアレなんで、水にしときますね」

　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのかわからなかったが、理解したとたんに耳が熱くなる。

「なっ、なに言ってるの、伊野くん!?」

「少女マンガのセオリーにのっとった方がいいかと思ったんですけど……」

「のっとらなくていいよ！」

「そうですか。絆ばん創そう膏こうより、そのままの方が治り早いですよね。血、止まりそうですか？」

「うん、大丈夫。ティッシュで押さえてれば、すぐ止まると思う」

　風子はティッシュペーパーで軽く傷口を押さえた。

　その間に、伊野くんはチャッチャと割れた皿の破片を片づけてくれた。

「ありがとう。ご飯作るの遅くなっちゃってごめんね。これからやるから」

「キッチン使ってよければ、オレが作りますよ」

「伊野くんが？」

「この材料からすると、チャーハンですよね？」

「わかるの？」

「これ見て、わからない人のが少なくないスか？」

「そっか、そうだね。チャーハン得意なの？　だったらお願いしようかな」

　伊野くんは一瞬眉まゆ根ねを寄せて考え込んでから、ボソリと答えた。

「得意……かどうかはわかりませんが、普通にはできると思いますよ。家でよく作るんで」

「そうなの？」

「ウチは両親が共働きなんで」

　伊野くんはシャツの腕をまくって、ササッと料理に取りかかった。

　淀よどみない動きに、風子は思わず見とれてしまう。

　卵の割り方すらも手慣れたもので、とてもきれいだ。

「本当に慣れてるんだね」

「そうスか？　普通だと思いますけど」

　その後も、風子の苦手な目分量の味つけを、難なくこなしてしまう。

　あっという間に仕上げて、皿に盛もりつけたものを風子に差し出してくれた。

　しかも、同じくあっという間に作った溶とき卵のスープつきだ。

　ダイニングテーブルに向かい合って座り、伊野くんのチャーハンを前に手を合わせる。

「いただきます、伊野くん」

　伊野くんも同じように、手を合わせてくれた。

「……いただきます」

　スプーンですくって口に運ぶと。

「わぁ……美お味いしい……」

　ご飯はパラパラ、卵はフワフワ、味つけもばっちりの、完かん璧ぺきなチャーハンだった。

　溶き卵のスープも、とろみがあってとても美味しい。

「伊野くん、すごいね！　すごく美味しいよ。お店で出してもらったみたい」

　伊野くんはスプーンを口に運んで嚥えん下かしてから、ボソリと言った。

「……明らかにオーバーな褒め言葉です。普通じゃないスか」

「そんなことないよ。あんなにササッと作ってこんなに美味しいなんて、尊敬しちゃうよ」

「尊敬って……」

「私、目分量とか苦手なんだよね。伊野くんはなんでも臨りん機き応おう変へんにできてすごいね」

　すっかり血の止まった指の傷を見ると、情けなさが込み上げてくる。

（私の方が年上なのに、年下の伊野くんの方がずっとしっかりしてるなんて……）

　考えれば考えるほど凹へこんでしまう。

「オレのはただの雑ざつな男飯ってヤツっスよ。誰だれが見ても、先輩のケーキとかの方がすごいです」

　伊野くんはそう言って、残りのチャーハンを食べた。

「……ありがとう」

　気き遣づかってくれた伊野くんにお礼を言って、風子もチャーハンを口に運ぶ。

　それは本当に美味しくて、ちょっと沈しずみかけた気持ちを、空に向かって引っ張り上げてくれるようだった。
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　食事のあと、午後の勉強を再開した。

「……まただ……。なんだよ、この問題……」

　現代国語の問題を解といていた伊野くんが、珍めずらしく文もん句くを口にする。

「どうしたの？　なにか難なん問もん？」

　伊野くんは、問題集を風子に見せてくれた。

「この、『この時の筆者や人物の気持ちを三百字以内で答えなさい』とか、苦手なんスよ」

「そうなの？　でも伊野くん、国語の成績悪くないよね？」

「あー。漢字とかはまあ、嫌きらいじゃないんで。でも、これって、答えがひとつじゃないじゃないですか。曖昧模も糊ことしてるっていうか、そんな気持ちなんか、わかんないっていうか……」

「そういえば、そうだよね……」

　相あい槌づちを打って頷うなずくと、伊野くんは我わが意を得たりといった顔になった。

「ですよね。もしかしたら、この文章を書いてる時、『今日のごはんはなんだろう』とか『仕事めんどくさい』とか思ってただけかもしれないじゃないですか」

　いつになく熱く語っている。よほどこの手の問題が苦手なようだ。

（……あ。そうか……誰にでも苦手ってあるんだ……伊野くんにも）

　そう思ったら、フッと心が軽くなった。

　それから、そんな伊野くんに、さらに親近感を覚えた。
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　中学三年生の美み和わ蒼そう太たには、誰だれにも言えない悩なやみがある。




　ここだけの話、蒼太は隠かくれシスコンだ。

　ふんわりした雰ふん囲い気きのやさしい姉のことが好きで好きで好きで、構い倒したいと思っている。

　しかし、年頃の蒼太にとって、それは恥はずべきことだ。中学三年生にもなって、姉と一緒にいたいと思うヤツなんか、友達には一人もいない。

　なので、自分も姉とは一定の距離を置くようにしている。意識するあまり、ともすれば心にもない言葉で冷たくしてしまうこともある。

　ただ、そのあとは大好きなごはんも美お味いしくないし、脳のう内ない反省大会がはじまるしで夜眠りに就つくのも遅くなってしまう。なにより胸むねが痛い。

　本当は、一緒にテレビを観みたり、一緒にＤＶＤを借りに行ったり、土日は一緒に勉強をしたり買い物に行ったりしたいと思わないでもないが、それはやっぱり中三男子としては恥ずかしいことなので、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけ渾こん身しんの意地でガマンしている。

　おかげで、できるだけ家にいないようにするあまり、大好きなサッカーの部活や、部活後の自主練習に精を出しすぎた副産物として、レギュラーの座を勝ち取ったりもしている。

　──なのに。そんなふうに蒼太がガマンしていることを、やすやすとやってのける男が現れてしまった。

　風ふう子このカレシ候補の男だ。

（アレはただの候こう補ほだ。カレシじゃない！　絶対絶対絶対違う！）

　蒼太はギリギリと歯を食いしばって、隣となりの部屋との境さかいの壁かべを睨にらんだ。
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　アイツは、今日も勉強という名目で遊びにきている。それも姉の部屋に。

（あの、無表情メガネ……。何回遊びに来る気なんだよ）

　それに、母親がアイツを気に入っていることも気に入らない。すっかり信用しきっていて、部屋に二人っきりでいることが当たり前になっている。

（アイツ、姉あね貴きになんかしてないだろうな……）

　風子は、おっとりしているので、変なオトコに騙だまされたりしないかと心配でならない。

　姉はパッと目を引く美人ではないが、よく見たらかわいいし、一緒にいるだけで相手を幸せにするような和なごみオーラを放っている──と、蒼太は思っている。

　多少は身内の欲よく目めが入っているかもしれないが、これまで姉が地味にモテてきたことを蒼太は知っている。

　幼よう稚ち園えんや小学生の時はいつも、クラスの大たい将しよう的てき存在にちょっかいを出されていたし、中学生の時は、何度か家に電話がかかってきたこともある。

　高校生になってスマホを持つようになってからのことはよくわからないが、食事の時とかにたまに話題に上のぼるサクマとかいう先輩のことを蒼太は気にしていた。

（ソイツ、絶対、姉貴のこと狙ねらってる！）

　そうとしか思えない言動が多かったからだ。

　美化委員会だかの集合写真でも、ソイツはちゃっかり姉の隣に陣じん取どってヘラヘラと薄うすら笑いを浮かべていた。

　姉に探さぐりを入れてみたところ、『やさしくてとてもいい先輩』とのことだったが、蒼太が見るかぎり、いつもの『姉貴狙いのチャラ男』にしか思えない。

　高校三年生という、自分より三学年も上のやっかいなライバルだった。

（サクマには気をつけないと……）

　なのに。ある日突然、風子が連れてきたのは、あの無表情メガネだった。

　その衝しよう撃げきといったら。

（俺よりひとつ上なだけ!?　つか、姉貴より年下じゃん！　絶対絶対絶対認めねー！）

　そうとしか思えなかった。

　その時の衝撃と怒りを思い出しながら、蒼太は部屋着に着替えた。

　お気に入りの、黒いＴシャツとショッキングピンクのスエットだ。

　本当はほかにもいくつか部屋着を持っているのだが、それを着ていた時に姉が褒ほめてくれたことがあったのだ。

『蒼太、それ似合うね。テレビに出てるアイドルの人みたい』──と。

　それ以降、蒼太はこればかり着ている。

　そんな姉の言葉を思い出したら、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまったが、慌あわててかぶりを振り両りよう頰ほおを叩たたいて意識をキリッとさせた。

（ダメだダメだダメだ！　今はアイツを追い返すことを考えないと！）

　そんなわけで蒼太は、胸を張って出しゆつ陣じんした。
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　が、一いつ瞬しゆんで出鼻をくじかれる。

　姉の部屋に行って、二人の邪じや魔まをしてやろうと思ったのだが、部屋のドアは開いていて、二人の姿はなかった。どうやらリビングの方にいるらしい。

　蒼太はリビングへ向かう。

　すると、玄げん関かんでアイツの後ろ姿を見つけてしまった。

　ソイツは蒼太の足音に気づいたのか、振り返る。

　蒼太は心の中でファイティングポーズを取った。

「……お邪魔してます」

　軽く頭を下げられる。

「……どうも」

　つられて頭を下げてしまった。

（なんで、頭下げんだよ。ここで態度悪くしてくれたら、俺だって文もん句く言えんのに！）

　自分でも無茶な要求だと思うが、大好きな姉を取られた恨うらみは深い。

「コイツ、かわいいよな」

　しかも気さくに話しかけられてしまう。

　コイツというのは、美和家唯ゆい一いつのペット、カメのカメ太のことだ。

「……はあ」

　どう相あい槌づちを打っていいのかわからずにいると、ソイツが水すい槽そうの中に手を伸ばして、カメ太の頭を撫なではじめる。

　よければいいのに、裏切り者のカメ太はうっとりと目を閉じている。

「かわいいよな、目とかつむっちゃって。気持ちいいのかな？」

「……さあ」

「このカメ、買ってきたの？」

「……や。俺が縁えん日にちのカメ釣つりで釣って」

「へえ。オレも小学生の時釣ったなー。でも、家じゃ飼かえないって言われて、友達にもらってもらったんだ。アイツが育ってたら、このくらい大きくなってたのかな」

　ソイツは、昔を思い出すような顔で言う。

（カメ好きに悪い人はいないんだよな……）

　ついつい、そんなふうに思ってしまった。

「ミドリガメ？」

　なので、つい会話に参加して質問をしてしまった。

「そう。ミドリ色の小さいヤツ。本当はなんか変な名前なんだよな？」

「あ……ミシシッピアカミミガメ？」

「そうそれ。なんか変な名前だよな。ホントはアカミミなのに、ミドリガメとか変じゃないか？」

「まあ……」

（なんか、思ったより喋しやべるんだな、コイツ……）

　カメ太を見つめる横顔が無む駄だにイケメンなのも腹立たしい。

　蒼太はイケメンという言葉が嫌きらいだったが、ほかに該がい当とうする言葉を見つけられない。

「……あのさ、モテるんだろ？」

（だったら、地味めなうちの姉貴より、ミスなんとかみたいなのとつき合えばいいのに）

　何回、そう思ったかしれない。

　ソイツは眉まゆ根ねを寄せて考えてから、首を横に振った。

「いや、全然。弟くんのがモテんじゃない？　バレンタインにチョコがいっぱい届くって、先輩も言ってたし」

　サッカーでレギュラー入りしているせいか、確かにチョコは結構もらう。

　でももらって一番うれしいのは、姉の手作りのチョコレートだ。

「俺のはそういうんじゃないし……。そっちこそ、今までカノジョとかたくさんいたんじゃない？」

　ソイツは手を振ってそれを否ひ定ていした。

「それこそ、全然。つき合うのは、先輩が初めてかな」

（……つき合ってないだろ、姉貴とは別に！　まだ！）

　でも意外だった。

（カノジョとか作りまくってんのかと思ってた……）

　悪いとこを見つけて邪魔をしてやりたいのに、悪いところがひとつも見つけられない。

（顔よし、スタイルよし。性格もまあ、気さく。カメにもやさしいとか、なんなんだよ！）

　蒼太は内心でギリギリと歯は嚙がみするが、ソイツはそれに気づく気配もなく、カメ太を撫で続けている。

「カメ太、かわいいよな……見てるだけで和む」

「だったら、飼えば？」

「無理かな。妹が爬は虫ちゆう類るい苦手だし。前に『きもい』って言われたし……」

　蒼太は思わず同情してしまった。

　姉の風子は、絶対にそんなことは言わない。

「カメ太って、なんか先輩みたいだな」

　ドクンと、心しん臓ぞうが跳はねた。

（そんなこと思うの、俺だけかと思ってたのに……）

「べっ、別に姉貴になんか似てないだろ」

　とっさにそう言ってしまった。

「いや、似てるよ。危なっかしくて目が離せないトコとか。さっきカメ太、岩の上に乗り損そこねて裏返しになってバタバタしてたんだ。なんか、体育の授業で転んだ時の先輩みたいだった。先輩も、ほっとくと、なんかしでかしそうなんだよな……」

　ソイツは思わずといった感じで小さく笑った。

「なー？　似てるよな、カメ太？」

　しかも、その笑顔のまま、水槽の中のカメ太にやさしく笑いかける。

（くそ……）

　それがバカにした笑いだったらよかった。

　なのに、ソイツの顔には、全然真逆の表情が浮かんでいたのだ。

　思い出すのが楽しくて、かわいくてしょうがないと言っているようにしか見えなかった。

（なんだよ、それ……。姉貴のどんくさいとこも全部ひっくるめて好きなのは、俺だけだったハズなのに……）

　たった一歳しか違わないのに、目の前の男がやけに大きく見えた。
















「伊野くん、蒼太、ごはんできたって」

　振り向くと、姉が立っていた。

「二人でなに話してたの？」

「……別に」

　つい、またぶっきらぼうに返してしまった。

　なのに、ソイツは自分とは違って姉に微笑ほほえみかけている。

「ちょっとカメ太のこと、聞いてたんです」

　姉はうれしそうに頷うなずく。

「そうなんだ。すっかり仲良くなったんだね。あ、蒼太、今度勉強教えてもらえば？　伊野くんね、数学が得意なんだよ」

　なんだか、いろいろな差を見せつけられているような気持ちになった。

「……そんなの、迷めい惑わくだろ」

　だから、やっぱりぶっきらぼうに返してしまう。

（これで、呆あきれて怒ればいい）

　そう思った。なのに──。

「オレでよかったら。先輩が言うほど得意じゃないけど」

　ソイツはあっさりとそんなふうに言う。

　ずっと胸のあたりで構えていた腕が、だらりと下がってしまった気がした。

（ぜんっぜんまったくこれっぽっちも認めたくないけど、認めるしかないのかなー……）

「……じゃあ、今度お願いします……伊野サン」

　蒼太はその日、初めてその人の名前を呼んだ。
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　美化委員会のあと、先輩と一緒に下校することになった。

　先輩は伊い野のを見上げて尋たずねてくる。

　この見上げてくる時の先輩の表情や動きが、伊野はたまらなく好きだ。

「どうして、つき合おうって言ってくれたの？」

　もう、何度目の質問だか覚えていないくらい聞かれた。

「……さあ。もう覚えてないです」

　躱かわすレパートリーも尽つきてきたので、そんなふうに言ってしまった。

　すると先輩は、少し拗すねたように唇くちびるを突き出す。

「覚えてないなんて、ひどくない？」

　拗ねている顔も、とてもかわいい。

「思い出したら言います」

「もー！」

　先輩はさらに唇を尖とがらせた。
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　ある日の昼休み。

　学食へパンを買いに行く途中、伊野は校内で先輩を見かけた。

　急に屈かがみ込んだので、具合でも悪いのかと心配になったが、どうやら落ちていたゴミを拾って、すぐそばのゴミ箱に捨てたようだ。

（先輩らしいな……）

　きっと、美化委員じゃなくてもそうするのだろう。そんなところが、たまらなくきれいだと思えた。

　ゴミをその辺に捨てる人間や、見て見ぬふりをする人間は多くいても、わざわざ拾ってゴミ箱に捨てる人間は少ない。

「先輩……」

　声をかけようと歩み寄ったが、一足遅かった。

　伊野の声は別の人間の声にかき消されてしまう。

「美み和わさん。相変わらずだね」

　声の主ぬしは、前任の美化委員長、佐さ久く間まだった。

「佐久間先輩！　こんにちは」

　それに気づいた先輩はうれしそうな顔で駆かけ寄っていく。──伊野には気づかずに。

「ゴミ拾いとか、えらいね」

「いえ。目についたので、つい……」

「やっぱり、君に引き継ついでもらってよかったよ」

「そんな……この前も失敗しちゃったばっかりなんです」

「へえ、どんな？」

　二人の楽しそうな声が聞こえてくる。

　伊野は心の奥がやけに重たいような、嫌いやな気持ちになった。これまでに経験したことのない、慣れない感情に戸と惑まどう。

　佐久間の背は、伊野よりも少しだけ高い。

　それを見上げて楽しそうに喋しやべる先輩の顔を見ているのが、なんだか嫌だった。

　言い知れない灰色がかった靄もやに、全身を覆おおい尽くされたような気分だ。

（割って入ってやろうか……）

　一いつ瞬しゆんそう考えないでもなかったが、なんとか理性を総動員して思いとどまる。

　とにかく二人を見ているのがしんどかったので、教室に戻ることにした。

「伊野、遅かったな。なんかいいパン残ってたか？」

　コンビニで買ってきたものを先に食べている滝たき本もとに、声をかけられた。

「……買ってくるの、忘れた」

「はあ!?　なにしに行ったんだよ、お前。熱でもあるんじゃないのか？」

「そうかも……」

　そうでないと、このモヤモヤした気持ちに説明がつかない。

「なんだよ。反論してくんないと、イジり甲が斐いがないじゃん。ほら、なんかお前のファンクラブメンバーも心配そうにこっち見てるぞ？」

「……ファンクラブとかあるわけないだろ」

「いや、だって、現にこっち見てるじゃん。あの三人」

　滝本が指さす方を見ると、確かに見覚えのある三人の女子がこっちを見ていた。けれど、伊野の視線に気づくと、そっぽを向いてしまう。

「……気のせいだろ。違う方見てるし」

「それはお前が見たからだろ。……ま、いっか。とにかく、これやるから食えよ」

　滝本はミックスサンドのパックを投げ寄よ越こしてくれた。

「いいのか？」

「だって、これから学食行っても、もうロクなの残ってないだろ？　そんかし今度、駅前のハンバーガー屋で、マックスエンペラーバーガー奢おごって」

「……このミックスサンドの四倍の値段じゃねーか」

「付加価値ってヤツ？　いらないならいーけど」

「……わかったよ。サンキューな」

　そう言うと、滝本はニッカリと笑った。

「おうよ！」





[image: ]






　放課後。先輩と一緒に帰ろうと思い、中央玄げん関かんの前で待つ。

　──なのに。

「ごめんね。今日は由ゆ利りと一緒に参考書を買いに行くんだ」

　あっさり断られてしまった。

　しかも、一緒にいる早はや川かわ先輩から、からかいの言葉をかけられてしまう。

「ごめんねー、ゴミ捨て王子。今日は風子を借りるね。つっても、元はあたしのだったんだけどね～」

　ゴミ捨て王子と呼ばれるのは、もう何回目かだ。『ゴミを捨てていてもカッコいいから』と説明されたが、からかわれているだけだろう。

　いつもなら普通にやり過ごせるのに、今日はなぜか顔が強こわばっている気がしてならない。

　伊野は内心で小さくため息をついた。

　すると先輩が背伸びして、伊野の顔を覗のぞき込んでくる。

「……伊野くん、大丈夫？　もしかして具合とか悪い？」

　先輩にそんな心配までされてしまった。

「ああ、いえ。ちょっと昼飯が足りなかったみたいで。滝本と食べて帰ることにします。じゃあ」

　言ってしまった手前仕方なく、本当に滝本とハンバーガー屋経由で帰ることになってしまった。
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　やたらとデカいハンバーガーを食べて胃いがモタれたせいか、モヤモヤは悪化の一いつ途とだった。家に帰ってベッドで横になっても、胸むねのモヤモヤが消える気配はない。

（仕方ない。風ふ呂ろでスッキリして頭でも冷やすか……）

　早めの風呂に入ることにして、シャワーで冷水を浴あびては湯船に浸つかることを繰くり返すこと数回──。

「ちょっと。いつまでお風呂を占せん領りようしてる気なわけ？」

　双ふた子ごの妹、深み月つきのクレームでやむなく風呂を上がると、廊ろう下かで倒れそうになった。

　なんとかリビングまで辿たどり着き、ソファーに倒れ込む。

（なんか、のぼせた……）

「ださっ……なにやってんだか」

　辛しん辣らつな妹は、バッサリと伊野を斬きり捨てたが、それでも去さり際ぎわに冷えた水のペットボトルを投げ寄越してくれた。

「……サンキュ」

　伊野はそれを飲み干ほしながら、今後の対策を練ねった。
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　翌よく日じつ。

　一晩あれこれ考えに考えた伊野は、三年の階へと赴おもむき、元美化委員長の佐久間慧けいを呼び出してもらった。

　廊下に呼び出された当人は、なぜか楽しげな笑みを浮かべている。

（普通、怒るとこじゃないのかよ？）

　その顔を見たとたん、多少は収まりかけていたモヤモヤがドッと蘇よみがえってくる。

　そういうわけで、挨あい拶さつもそこそこに用件を切り出す。

「先輩にあんまり近づきすぎないでもらえますか」

　今度こそ怒るかと思ったが、佐久間はより一層楽しげな顔になった。

「先輩にって、僕も先輩なんだけどなぁ」
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　暖簾のれんに腕うで押し、糠ぬかに釘くぎ、馬の耳に念仏。そんな言葉が頭を駆け巡めぐる。

（いけすかない……）

「まあ、君の言いたいことはわかったよ。じゃあね、一年生くん」

　自分よりわずかに高い後ろ姿を見ていたら、昨日きのう以上のモヤモヤに支配されてしまった。
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（このままだと、なんかマズい……）

　本能的にそう思った。

　このままでは、あり得ないミスやボケを連発してしまいそうだ。

　どう対処すればいいのか考えながら歩いていると、廊下の遙はるか前方に、先輩の後ろ姿を見つけた。

（遠いし小さいけど、間違いない）

　伊野はスタスタと先輩に近づいた。

（先輩、こっち見てください……）

　念じながら見ていると、すぐに先輩が気づいてくれた。

　セミロングの髪かみをふわりと波打たせ、振り向く。

（なんでわかったんだろ）

　それだけで、気分が浮上する。

　伊野は先輩を手て招まねきした。

「どうしたの、伊野くん？」

　先輩がチョコチョコと近寄ってきてくれる。

　伊野は防ぼう火か扉とびらの陰かげに先輩を誘さそい込み、ぎゅっと抱だきしめた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな身体からだは、すっぽりと伊野の腕の中に収まった。温かくてふんわりとした、いい香りがする。

「い、いのっ、伊野くん……!?」

　先輩は真まっ赤かになってアワアワしているが、構わず抱きしめ続ける。

　胸どころか全身を侵しん食しよくしていたモヤモヤが、どんどん薄れていく。

　ちょうど顎あごの下に先輩の頭のてっぺんがくるので、そこに顎を載のせてみた。

（なんか、いい……）

「伊野くん、あのこれって……？　ねえ……？」

　顎や喉のどに伝わってくる振しん動どうが、かわいくて楽しい。

　ささくれ立っていた心が、みるみる穏おだやかになっていくのがわかる。

　さっきまで、崖がけの先に立っていたのに、今は平原で羊と戯たわむれているような気分だ。

「なんだ、最初からこうすればよかったのか……」

　思わず、独ひとり言ごとをもらしてしまう。

「え。なになに？　どういうこと？」

　先輩は、困ったように身を強ばらせて尋ねてくる。

「あ。じっとしててください。お願いします。今、憩いこい中なんで」

　そう答えると、先輩は全身の力を抜いた。

　体重を少し預けられると、くっついた部分すべてが綿わた菓が子しになって溶とけていくような気がした。

　しかも──。

「わかったよ」

　先輩に背中を撫なで撫なでされてしまう。

　触ふれられた部分が綿菓子から雲になって、宙に浮かぶ気さえした。

　誰も通りかからないのをいいことに、予鈴が鳴るまでそうしていたら、あんなに全身を覆っていたすべてのモヤモヤが、一ひと欠片かけらすら残らず消えてしまった。

「伊野くん、元気になった？」

　そう聞かれたので、伊野は素す直なおに答えた。

「はい。おかげさまで」

「そう。だったら、よかった。じゃあ、またあとでね」

　最後に頭を撫で撫でされてしまった。

（なんか、このヒトにはかなわないな……）

　自分よりずっと小柄でも、やっぱり先輩なんだなと、思い知らされてしまった。

　けれど、伊野にはそれがとてもうれしかった。
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　なにかと忙いそがしい高二の十二月に突入した。

　進路の問題はもちろん、テストや委員会で忙しいことだらけだ。

　なのに、ことあるごとに伊い野のくんがギュッと抱だきしめてくる。

　イヤじゃないし、心がふんわりするけど、少し恥はずかしい。

　それになんだか、クマのぬいぐるみにでもなったような気がする。

　ついでに言うと、最近なんだかやけに人に見られているような気がして落ち着かない。

（自じ意い識しき過か剰じようかな……）

　そう思うけど、なんだか刺さすような視線が気になって仕方がなかった。
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　クリスマスが近づいたある日の放課後。

　日直の由ゆ利りが職員室から戻るのを待つ間、提出用のノートを整理していると、クラスの女子三人の会話が聞こえてきた。どうやらクリスマスについて話しているらしい。

（クリスマスかぁ……。私もなにか伊野くんにあげたいな。なにがいいんだろう？）

　でも、恋人ができたのは初めてのことなので、なにをあげたら喜ばれるのか、皆かい目もく見当もつかない。

　なので、みんなはどんなプレゼントを買うのか聞いてみることにした。

「風ふう子こは、例の年下カレシになにあげるの？」

　が、逆に質問されてしまう。

　風子が伊野くんとつき合っていることは、もう周知の事実となっているし、みんな応おう援えんしてくれてもいる。

「それが全然決まってなくて。なにをあげたら喜んでくれるかな？」

「風子が選んだものなら、なんでも喜んでくれるんじゃないかな？　予算はどのくらい？」

「普通はどのくらいなのかな？　私、そういうの買ったことなくて」

「私はマックス三千円くらいかな。高校生だし、そんなもんじゃない？　向こうがくれるのには上限ないけどね」

「そうなんだ。三千円かぁ……」

「風子は、お菓か子し作りが上手じようずだから、お菓子でもいいんじゃない？　あ、でもそれはバレンタイン用かな？」

「今までも何度かお菓子はプレゼントしているんだけど……クリスマスにそれでもアリなのかな？」

「アリなんじゃない？　足りないと思うなら、ほかになにか買って添えれば？」

「そっか。じゃあ、そうしようかな。ありがと」

　いろいろ聞いて、ちょっと気が楽になった。けれど──。

「そういえば伊野君って、大おお奥おくが控ひかえてるんだよね？」

　いきなり聞き慣れない単語を言われて、驚く。

「おおおく……？」

「そう、大奥。なんかファンクラブがあるんでしょ？」

「知らないよ、そんなの!?」

「えー。超有名じゃん。各学年にひとりずつ代表がいて、勝手に近づくのは許さないらしいよね？」

　ほかのみんなが頷うなずく。どうやら、常識レベルのことのようだ。

「そうなの!?」

「そうだよ。生半可なプレゼントあげてるのがバレたら、シメられちゃうかもよ？　それでなくても、つき合ってるってだけで恨うらまれてるんだから～」

「えええ……」

（私、恨まれたりしてるんだ……？）

　衝しよう撃げきの事実に、頭の中が真っ白になってしまう。

「……ちょっと美み希き、脅おどしすぎじゃない？」

「だって、風子、かわいいんだもん」

「平気だよ。由利が訂てい正せいしてくれるって！」

「あー、そだね」

「そっか」

　その後、みんながあれこれ喋しやべっているのが聞こえてきたけど、内容が頭に入ってこない。

　右の耳から左の耳に通り過ぎていくだけだった。
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　なかなか戻ってこないと思っていたら、由利は急きゆう遽きよソフトボール部の助すけっ人とを頼まれてしまったらしい。携けい帯たいに謝罪の連絡が入った。

　みんなと別れて帰き途とに就つく。廊ろう下かを歩いていると、ふと、あの視線の気配に気づいた。

（もしかして、たまに感じてたこの視線って、伊野くんのファンクラブの人たちなのかな……？）

　クルリと振り向くと、三人の女子が自分を見ていた。

　確か、それぞれ一年生と二年生と三年生の人だ。美希たちが『各学年に一人ずつ代表がいる』と言っていたので、どうやらその三人のようだ。

「……ええと……」

　取りあえず会え釈しやくをしてみる。

　しかし、三人はそれに返してはくれず、ただじいっとこっちを見つめているだけだ。

（やっぱり恨まれてるのかな……）

　どう対たい処しよしていいのかわからなくなって、風子は思わず、すぐそばにあった美化委員室に駆かけ込んでしまった。
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「あれ、先輩。今日は早はや川かわ先輩と帰るはずじゃ……？」

　部屋には伊野くんがいた。その姿を見て、ホッとしてしまう。

「伊野くんこそ、どうしてここに？」

「オレは、プリントの整理に来ただけです。成なる瀬せ先生から預かっちゃったんで」

「そう、なんだ……」

　伊野くんはファイルを棚たなに戻すと、当たり前のように風子に近づいてきて、ギュッと抱きしめようとする。

　風子は慌あわててそれを止めた。

「あ、あの、ごめん。なんか今日はちょっと」

「……なんでスか？」

　伊野くんが、不服そうに尋たずねてくる。

「あ、ええと……今日は体育の授業で汗かいちゃったから、ちょっと……」

　取ってつけたような言い訳になってしまった。

　伊野くんに噓うそをついたことで、なんだか胸むねが痛い。

　それに、本当はギュッとしてもらって不安を取り除のぞいてほしかったが、一度拒こばんでしまったのであとの祭りだ。
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　翌日。駅ビルの中の雑ざつ貨か屋やで、あれこれ手に取ってみる。

　一緒に来てくれた由利はトイレに行っているので、今はひとりだ。

「なにがいいんだろう……」

　風子はクリスマスプレゼントで悩んでいた。

　お菓子となにかのセットにすることは決めたけど、そのなにかがなかなか決まらない。家族のものならすぐに思い浮かぶのに、伊野くんのものとなると、なにも思い浮かばない。

　伊野くんを見ていると、文具にしても服ふく飾しよく雑貨にしてもなんでも持っていて、質のいいお気に入りのもので揃そろえているような気がするからだ。

（そんな中に、私の選んだものを入れてもらっていいのかな……）

　そう思うと、候こう補ほを見つけるところまではいっても、買うことができずにいる。

　しかも、背後から強い視線を感じる。

（また、見てる……？）

　思い切って振り向くと、案あんの定じよう、いつもの三人がこっちを見ていた。

　なにか話があるのかと思い、これまで何回か話しかけようとしたが、毎回逃にげられてしまって今日に至いたる。

（もう一回話しかけてみよう！　伊野くんを好きな気持ちは一緒だもんね）

　商品を見るふりをしながら三人のいる方へ近づき、一気に振り向いた。

　急な行動にビックリしたのか、三人は固まったまま動かない。

「あの！　今度うちで伊野くんとクリスマスパーティーをするんです。よかったら皆みなさんも来ませんか？」

　勇気を振り絞しぼって、そう声をかけたが──。

　三人は身を翻ひるがえしていなくなってしまった。

（やっぱり恨まれてるのかな、私……）

　他人に嫌きらわれるどころか、恨まれていると知って明るい気持ちになる人間はそうはいない。

　このことは、伊野くんにも由利にも言っていなかった。三人から話を聞くまでは、本当のことがわからないのと、いたずらに二人を心配させたくないからだ。

「ごめーん。混んでたから、下の階まで行ってた。なんかいいのあった？」

　戻ってきた由利の顔を見てホッとしてしまう。

　なにも言ってないのに、なにか感じ取ったらしい由利は、ここ最近いつもより風子と一緒に行動してくれている気がする。

　明るく社交的なのでそう見られないことが多いが、由利は人の感情の機き微びに聡さとい、とてもやさしい子だ。だからこそ、風子は由利が大好きなのだ。

　なんだか暗くらい気持ちが吹き飛び、どんどん浮上する。

（素す敵てきなプレゼントを選んで、伊野くんに喜んでもらおう）

「ううん。まだ。でも、きっといいのを見つけられる気がするんだ。もう少しつき合ってくれる？」

　そう言うと、由利はいつもの明るい笑顔を見せてくれた。

「もちろん。とことんつき合うよ」
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　由利につき合ってもらったおかげで、気に入ったものを見つけることができた。

　ラッピングしてもらったそれを、部屋の机に載のせて何度も何度も眺ながめる。

「気に入ってくれるといいな……」

　それは、風子がとても気に入って使っているものと色違いのものだ。でもそんなに値が張るものではないので、一緒にケーキを焼くことに決めた。

　風子はお菓子作りが得意なのだ。

（クリスマスだからブッシュ・ド・ノエルがいいかな？　それともやっぱり赤と白のショートケーキのほうがクリスマスっぽいかな？）

　苺がないからショートケーキは無理だけど、ブッシュ・ド・ノエルなら、飾りつけ以外の材料は揃っている。

「よし、試ためしに作ってみようかな」

　髪かみを三さん角かく巾きんでまとめてエプロンを着けると、やる気がわいてくる。

「よし！　がんばろー」

　手早く材料をまとめて、作業に取りかかる。

　以前作ったことがあるので、難なく焼きの過か程ていまでこぎ着けた。

　オーブンから、次し第だいにいい香りがしはじめる。

「なに、姉あね貴き。クリスマスケーキの練習とかしてるわけ？」

　学校から帰ってきた弟の蒼そう太たが、学ランをダイニングのイスの背にひっかけながらオーブンを覗のぞき込む。

「あ、蒼太。学ランはちゃんとハンガーにかけなくちゃダメだよ。もー」

「いーじゃん、別に」

　サッカーの部活で疲れているのか、なんだか機き嫌げんの悪そうな顔をしている。

「ダメだよ。変なところが出っ張ったら生き地じが傷いたむし、シワになったら困るでしょ」

「別に困んないし」

　昔は風子について回ってばかりの素す直なおでかわいい子だったのに、最近はなんだかちょっと反はん抗こう的てきになってしまった。けれど、根は素直なままだし、一過性のものだと風子は思っている。なんにしても蒼太は、たった一人のかわいい弟だ。

「……これ、伊野サンにあげる気？」

「うん。甘いもの好きだから。こないだ蒼太の勉強見てくれたりしたでしょ？　そのお礼も兼かねて」

「別に俺が頼んだわけじゃないけど」

「えーでも、わかりやすいって言ってたじゃない」

「それはそうだけど……」

「それに、喜んでくれたらいいなって思って」

「……ふーん」

　蒼太はかすかに唇くちびるを尖とがらせながら冷れい蔵ぞう庫こを漁あさっている。

（今日はいつもより機嫌悪い？　……なんでだろ？）

「あ！　もしかして蒼太も食べたいの？　これ、練習用だから、焼けたら食べて感想聞かせてくれる？　それにクリスマスはちゃんと家族用のケーキも焼くからね」

　そう言って笑いかけると、蒼太の耳が赤くなった。

「別に、そんなに食べたいとかじゃないし。……けどまあ、試し食しよくしろっていうんなら、してやらなくもないけど」

　風子はにっこりと笑った。

（やっぱり、いつもの蒼太だ）

「ありがとう。じゃあ、できたら声かけるから、着替えてくれば？」

「……そうする。あと、ミルクティーな」

「うん、わかった」

　蒼太は、学ランをつかんで部屋へと戻っていった。

　オーブンが、軽かろやかな音を立てて焼き上がりを教えてくれる。

　開いてみると、ちょうどいいふっくら具合だった。

「じゃあ、あとは生クリームを塗ぬって巻けばいいんだよね。よし！」

　風子は両手にミトンを嵌はめて、次の作業に取りかかった。
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　クリスマスイブの前日。

　今日は早く帰って、本番用のケーキを焼くつもりだった。

　なのに、教室を出たとたん、声をかけられてしまった。

「美み和わ風子さん、ちょっとつき合ってもらえないでしょうか」

　あの、伊野くんのファンクラブの三年生にだ。

　教室の中を振り返ると、由利がクラスメイトと楽しそうに話している。

（……心配かけたらダメだよね）

　上級生からの誘さそいを断れるはずもなく、なにより、風子の方でも話してみたいと思っていた。なので大きく頷いてみせる。

「わかりました。どこへ行けばいいんですか？」

「ついてきてくれる？」

　その三年生は踵きびすを返して歩きだした。

　風子が連れて行かれた先は、体育館の方向だった。

（……これってもしかして、体育館の裏に連れて行かれるっていう、昔のマンガみたいなパターンだったり……？）

　脳のう裏りに浮かぶのは、蒼太が読んでいた不良の派は閥ばつ争いマンガだ。

（殴なぐったり蹴けったりとか、しないよね？　伊野くんのファンだもんね？）

　落ち着くよう自分に言い聞かせるが、裏腹に鼓こ動どうは速まっていく。

　しかも、向かっているのは間違いなく、体育館裏だ。

（……やっぱり由利についてきてもらえばよかったかな）

　ついついそんなことを考えては、かぶりを振ってそれを打ち消す。

（いやいやいや！　そんなワケないよ、伊野くんのファンなんだもん！）

「こちらですわ」

　先を行く三年生が体育館の角を曲まがると、そこには二十人ほどの女子生徒がいた。

　ざっと見るかぎり、一年生から三年生まで入り交まじっていて、全員一様に風子をじっと見つめている。

（これはもしや、集団リ……いや、だから違うってば！）

　ジャリッと近づいてくる足音に目を向けると、案内してくれた三年生といつも一緒にいる、二年生と一年生だった。

　ついつい、クラスメイトの美希たちとの会話を思い出してしまう。

『そう、大奥。なんかファンクラブがあるんでしょ？』

『えー。超有名じゃん。各学年にひとりずつ代表がいて、勝手に近づくのは許さないらしいよね？』

『そうだよ。生半可なプレゼントあげてるのがバレたら、シメられちゃうかもよ？　それでなくても、つき合ってるってだけで恨まれてるんだから～』

　まるで死の間ま際ぎわに見るという走そう馬ま燈とうのようだ。しかもテレビ並みに鮮せん明めいときている。

（やっぱり私、恨まれてるのかな……？）

「あ、あの……こんにちは」

　ついついあとずさりながら声をかけると、勢いをつけて近寄ってきた二人に左右の手をそれぞれ両手でギュッと握にぎられてしまった。

（え？　拘こう束そくされてる……!?）

　絶体絶命か!?　と、思わず悲鳴を上げそうになった瞬間──。

「クリスマスプレゼントはもう決まったの？」

「なにを選んだんですか？　この前、なにを買ったのかわからなくて……！」

　意気込んだ声でそう聞かれた。

「…………へ？」

　思わず、間の抜けた声がもれる。

　それを合図に、周りにいたほかの女子がワラワラと集まってきて声をかけてくる。

「伊野君との楽しい思い出話を聞かせてください！」

「伊野君のどこを好きになったんですか？」

「告白の時の台詞セリフを教えてください」

「どっちが先に告ったんですか？」

「伊野さんの癖くせとかあったら教えてください！」

（えええええ……!?）

　見れば全員、好意的な笑えみを浮かべている。

「あ……ええと、あの……皆さんは？」

　思い切って聞いてみる。答えてくれたのは、案内してくれた三年生だった。

「あぁ、ごめんなさい。私は三年Ａ組の神じん宮ぐう司じ遙はるかっていいます。伊野柊しゆう真ま君の私設ファンクラブの会長をしています。こちらが、二年の飯いい塚づか志し保ほさんと、一年の花はな園ぞのまりかさんで、それぞれ各学年の代表をしています」

　三人がそれぞれに頭を下げてくれた。

（いつもの三人って、本当に各学年の代表だったんだ……）

「ほかの皆さんも全員、伊野柊真君ファンクラブのメンバーです」

　残りのみんなも、ペコリと頭を下げてくれた。

「あ、こんにちは」

　風子もお辞じ儀ぎで返礼する。

「私たち、伊野君のファンなのはもちろんですけど、美和さんのファンでもあるんです」

　突然の言葉に、風子は目を白黒させる。

「え？　でも私、恨まれたりしてるんじゃ……？」

　混乱のあまり少し失礼なことを言ってしまうと、会長の神宮寺さんはクスクスと笑った。

「ごめんなさい。私たちが陰かげから見ていたから、そう思わせてしまったんですよね？」

　二年の飯塚さんが続きを引き取る。

「違うの。私たち、二人の邪じや魔まをしちゃいけないって思ってて……」

「伊野君は、美和先輩と一緒にいる時が一番幸せそうな顔をしてるんです。だから、わたしたちそれを見守りたくて……」

　一年の花園さんは、なにか思い出すような瞳ひとみでそう訴うつたえてくる。

「伊野くんが、幸せそう……？」

　神宮司さんが小さく頷く。

「ええ。美和さんといる時は、とてもリラックスした表情をしているの。だから、私たち、二人が一緒にいるのを見るのが大好きなんです」

　ほかの全員がコクコクと頷く。

　みんなの表情を見るかぎり、からかわれたりしているわけではなさそうだ。

（えええええ……）

　これが、あの強きよう烈れつな視線の正体だったのかと思うと、倒れ込みそうになってしまった。

「そ、そうなんですか……。えっとあの、だったら明日伊野くんと一緒に、みんなでクリスマスパーティーしませんか？　うちに全員は入れないかもしれないんですけど」

　神宮司さんは首を大きく横に振った。

「いいえ。お言葉はうれしいのですが、クリスマスは、ぜひお二人で楽しんでください！　それがファンクラブ全員の願いですから」

　やっぱり全員がコクコクと頷く。

　ふいに飯塚さんが挙きよ手しゆする。

「はい！　でもよかったらあとで、お話聞かせてくれないかな？　お願い！」

　風子は思わず頷いた。

「あ、はい。それなら……」

　今度は花園さんが手を挙あげる。

「はいはい！　プレゼントの内容とか、伊野君の様子とかを教えてもらえたらうれしいです」

　風子は考え考え言葉を返した。

「あ、うん。ええと、伊野くんのＯＫをもらってからでもいいかな？　勝手に話したらイヤかもしれないから」

　神宮司さんに両手を取られる。

「それはもう、もちろんですわ！　ただ私たち、少しだけ、お二人の楽しい様子を伺うかがえればそれだけで満足ですの。ね、皆さん？」

　その一言に、またも全員が大きく頷く。

「……わかりました。善ぜん処しよします」

　取りあえずなんとかそう返すと、その後全員からそれぞれのエールをもらうはめになってしまった。

　ひとりずつ手を握って熱く語られるとなんだか、どこかのアイドルの握あく手しゆ会かいのようだ。

「お時間をさいてくれて、ありがとう、美和さん。感謝しますわ。やっぱり、伊野君が選んだ方だわ。では、ごきげんよう」

（ごきげんよう!?）

　言葉遣づかいに驚いている風子を残し、ファンクラブメンバーは全員がごきげんようの言葉を残し去っていった。とても現実の出来事とは思えない。

　誰もいなくなった体育館の裏で風子はガックリと膝ひざをついた。

「……なんか、疲れた……」
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　クリスマスイブ当日。

　風子の部屋には伊野くんが遊びに来ていた。

　伊野くんの両親は仕事で遅いのと、妹の深み月つきちゃんはモデルの仕事絡みのパーティーがあって留る守すのため、風子が家に誘ったのだ。

「疲れたでしょう？　うちの両親、伊野くんのこと好きすぎてごめんね。相手してくれるの大変でしょ？」

　食事は全員でということで、今までリビングでごはんを食べていたのだ。

　美和家のクリスマスメニューは毎年ほぼ固定で、ピザとチキンと五ご目もく寿ず司しとケーキだ。理由は全員の好物で、食卓が華はなやかになるからだった。

　伊野くんは首を振って小さく笑う。

「全然。居い心地ごこちよくて、いい家っスよね、先輩んち。ごはんも美お味いしいし」

「ありがとう。そう言ってもらえるとうれしいな」

　風子はお礼を言って、勉強机の上でスタンバイさせていたものを手に取った。

「伊野くん、これクリスマスプレゼント。一いつ生しよう懸けん命めい選んだから、気に入ってくれたらいいんだけど……」

「……開けていいんスか？」

「うん。もちろんだよ」

　伊野くんの手が、丁てい寧ねいに包ほう装そう紙しを開いていく。

「これ……もしかして、先輩とおそろ？」

　伊野くんは、取り出した青いプラスチック製の万年筆を指先でクルクルと回してみせた。

　まるで、ずっと前から自分のものだったみたいによく似合っている。

「あれ、バレちゃった？　それね、すごく字が書きやすいんだよ。私はピンクの柄えで、中に赤インクを入れて自じ己こ採さい点てんする時とかに使ってるんだけど、インクはブルーブラックと赤を買ってきたから、好きな方で使ってみて」

　伊野くんは、包みの中から赤いインクの箱を取り出した。

「もちろん、赤にします。先輩とおそろの」

「え……好きな方でいいんだよ？」

「だから、好きな方を選んでます。ありがとうございます、大事にします」

　まっすぐ見つめながらそんなことを言われると、なんだか赤面してしまう。

　風子は照れ隠かくしに、ケーキを収めた箱を取り出した。

「あのね、これ、伊野くんのおうち用に焼いたんだ。よかったら持って帰って食べてくれる？」

「見てみてもいいスか？」

「あ、うん。でもこれと同じ苺のホールケーキだよ」

　風子は、リビングから持ってきたケーキの残りを指さした。料理でお腹なかいっぱいになってしまったので、お互たがい一口だけ食べて、残りは部屋に運んできたのだ。

「ブッシュ・ド・ノエルと悩んだんだけど、なんか地味だったから、ショートケーキの方がクリスマスっぽくていいかなって思って」

　箱の上うわ蓋ぶたを取った伊野くんは、ケーキをしげしげと見つめて、かすかに微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。美味しそうです。これ、どっちも先輩が作ったんですよね？」

「うん。だからお店のみたいには美味しくないかもしれないけど」

「いえ、お店のより美味しかったですよ」

　断言されてしまった。

「……ありがとう、伊野くん」

　伊野くんは自分のバッグをゴソゴソと漁あさった。いつもの学校指定のバッグより少し大きなスポーツバッグだ。

　その中から出てきたのは、大きなピンク色の包みだった。

　なにかをくるんだ上に、リボンがかけてある。

「これ、オレからのクリスマスプレゼントです」

　風子はそれをじっと見つめた。

　ピンクの包み紙にはかわいい犬や猫がたくさんプリントされているし、ピンクのリボンにも赤いハートがこれでもかとちりばめられている。

（これ、買いに行って、包んでもらってくれたのかな……）

　そう考えただけで、うれしくてたまらない。

　風子はなんだか笑ってしまいそうなのを必死でこらえた。

「開けてもいいの？」

「どうぞ」

「ありがとう。じゃあ……」

　リボンをほどいて、そっと包み紙を開く。

　中から出てきたのは──。

「わあ、かわいい……」

　淡いピンクのウサギのぬいぐるみだった。少し慌てたように目を見開いている。そのウサギは胴体だけでも枕まくらと同じくらい大きい。

（これを買ってくれたんだ？　かわいい雑貨屋さんとかで？　伊野くんが？）

　こらえきれずに、ちょっと笑ってしまう。

「……それ、アリですか？」

　伊野くんが、少し困ったような顔で聞いてくる。

「え？」

　思わず聞き返すと、伊野くんはフッと顔を逸そらしてしまった。

（あれ？　もしかして自信ない、とか？　こんなかわいいのを買ってきてくれたのに？）

　風子はウサギのぬいぐるみの顔をじいっと見つめてから、きつく抱きしめた。

　ふわふわもこもことした感かん触しよくがとても気持ちいい。

「アリに決まってるよ、こんなかわいい子」

　伊野くんが小さく息をついたのがわかった。

「なんか、なに選んでいいかわかんなくて……」

　どうやら、風子が気に入るかどうかで気を揉もんでくれていたらしい。

　そんなところがとてもかわいいと思うし、伊野くんがそんなふうに悩んでくれたこともうれしい。

（私だけじゃなかったんだ……）

「ありがとう、伊野くん。大事にするね」

　風子は、ウサギのぬいぐるみの頭をペコリと下げさせながら、自分の頭も下げた。

「……やっぱ、似てますね、それ」

「え？　もしかして私に似てるの選んでくれたの？」

　ウサギをマジマジと見つめるが、自分では似てるのかどうかよくわからない。

（でも、かわいいなこれ。なんか落ち着く……）

　ぎゅうっと抱きしめて頭の上に顎あごを載せると、とても気持ちが安らぐ。

　すると、それを見ていた伊野くんが近づいてきて、風子の後ろに座り、同じように風子を後ろから抱きしめて頭の上に顎を載せてきた。

　三人羽ば織おりの抱っこ状態だ。

「ちょ……伊野くん？」

　背中からドキドキが伝わってしまわないかと焦って身じろぎするが、伊野くんが離してくれる気配はない。

「少しこのままでいいスか？　なんか落ち着くんで」

　伊野くんの声は本当にリラックスしていて、なんだか今にも眠ってしまいそうだ。




[image: ]




　ウサギを抱っこするお腹と、伊野くんの張りついている背中がほんわりと温かいので、風子までだんだんと眠くなってくる。

　ふと、ファンクラブの人たちとの約束を思い出した。

『はい！　でもよかったらあとで、お話聞かせてくれないかな？　お願い！』

『はいはい！　プレゼントの内容とか、伊野君の様子とかを教えてもらえたらうれしいです』

（教えるなんて言っちゃったけど……）

　このことは言えないなと思う風子だった。
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　そうやって寄り添ったり、他た愛わいない話をしたりしているうちに時間が過ぎていった。

　九時を過ぎた頃、伊野くんのスマホからメールの着信音が響ひびく。

　それは伊野くんのご両親や深月ちゃんが帰宅したという報しらせだった。

「そろそろ帰ります」

　伊野くんが帰り支じ度たくをはじめる。

（帰っちゃうんだ。そうだよね……もう遅いし……）

　今までそこにいたのに、いなくなってしまうということが妙みようにさみしい。

　温かかった背中がスースーするような気分だ。

　そんなことを考えながら伊野くんを見ていると──。

「先輩、憂うれいごとは解決したんスか？」

「憂いごとって？」

「最近、やけに背後を気にしたりしてたでしょ？　急に振り向いたりとか」

「……あ。バレてた？」

　伊野くんはヤレヤレとでも言いたげに、メガネのブリッジを押し上げた。

「あれで気づかない人の方がどうかしてると思いますよ？」

「そっか……そうだよね」

　風子は、昨日伊野くんのファンクラブの人たちに呼び出されたことを話した。

「……ファンクラブって……どこの世界の話ですか」

「どこって、ここの世界の話だよ、もー。あ、そうだ。写真撮とってもいい？　伊野くんの様子を教えるって約束しちゃったんだよね」

「やめてください。二人きりの時のオレは先輩だけのものなんで」

　風子はウサギのぬいぐるみを抱きしめたまま固まってしまう。

「……っ！　……伊野くんって、たまにサラリとそういうこと言うよね」

「先輩が思ってるより、サラリとじゃないかもしれませんよ」

「そうなの？」

　詰め寄ってみたけど、あっさり躱かわされてしまう。

「……さあ？　それよりこれ、食べちゃいませんか？　せっかくの先輩の手作りケーキ」

　伊野くんが、食べかけのケーキを指さす。

「うん。そうだね」

　並んでケーキを食べると、いつもより美味しく感じる。

「先輩、ついてますよ、生クリーム」

　伊野くんの指が、風子の唇の端はしをそっと拭ぬぐって、生クリームを攫さらっていった。

　その指はそのまま、伊野くんの口に運ばれる。

「……甘さ倍ばい増ぞうっスね」

　クスリと笑う様子がやけに色っぽくて、見とれてしまう。

　そうしたら、今度はその顔がゆっくりと近づいてきた。

「先輩……」

　思わず目をつむってしまう。

　唇に、やわらかく熱い気配を感じた。

（これ……キス……？）
















　急いで目を開けると、すぐそばで伊野くんが微笑んでいた。

「こっちの方が甘いですね」

　風子は両手で口元を覆おおった。

　驚きが先に立ってしまって、甘さなんてわからない。

　ただ、唇がいつもより熱いし、じんわりと痺しびれているような気がした。

　伊野くんが少しイジワルな顔で笑う。

「これ、ファンクラブに言うんですか？」

　風子は一いつ瞬しゆん考えてから、小さく舌したを出した。

「……言わない！」




　その晩は、何度も何度もそのことを思い出してひとり照れてしまい、そのたびにウサギのぬいぐるみをきつく抱きしめてやり過ごした。
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　滝たき本もと樹いつきは自他ともに認めるメンクイだ。




　テスト勉強という名目で伊い野の柊しゆう真まの家へ遊びに行くことになった彼は、浮かれた足取りで目的地への道のりを歩いていた。

　なぜ浮かれた足取りなのかというと、外出している時は、かわいい女の子を鑑かん賞しようできる機会があるからだ。

　現に今も駅前商店街で、これから買い物に行くとおぼしき女子二人とすれ違った。

（うんうん。合格！　ミニスカートも高得点！）

　滝本は、脳のう内ないで女の子たちに一方的な採点をした。

　じっと見られていることに女の子たちが気づくと、滝本はなんのてらいもなく手を振って笑いかけた。それを見た女の子たちは、恥はずかしそうにはしゃぎながら行ってしまう。

　滝本は笑顔のままそれを見送り、何事もなかったように歩きはじめた。

　滝本は、とてもかわいい顔をしている。母親譲ゆずりの中性的な顔立ちで、女子より少し高いくらいの身長だ。外見上は、アイドルグループの一員と言われたら納得するような、女子に交まじって買い物に行ってもなんの違い和わ感かんもないようなタイプ──いわゆる草食系に見える。

　が、中身は正反対だった。

　滝本は、とにかくかわいい女の子が大好きだ。

　漢字のテストは苦手だが、人気のアイドルグループなら、ほぼすべてのメンバーの名前を暗記していて漢字で書けるし、学校のかわいい子チェックも同じように怠おこたらない。

　かわいい女の子のための努力は惜おしまないことにしているからだ。

　気さくでノリもよく警けい戒かい心しんを抱いだかれにくいので、女友達も多いのだが、中学の時も今も、学校の人間には、そのロールキャベツ的な性格がバレバレなので、カノジョなどの特別な存在はいない。

　おバカな性格を少しは隠かくして口数を減らせばおそらくそこそこモテるのだが、そこには考えが至いたらないようだ。そもそも隠す気がないし、この性格のままでいいと言ってくれる女の子と巡めぐり会うのを、待っているところもある。

　伊野からはよく、『少し黙だまってろ』などと言われるが、それもあまり気にしないことにしている。

（伊野といえば……意外だったなー）

　伊野にできたカノジョのことを思い出す。

　小こ柄がらで華きや奢しやでセミロングの上級生だ。

「カノジョができたっていうから、どんな子なのかと思えば、なんか地味なんだよね……」

　容姿を思い出すと、つい独ひとりごちてしまった。

　伊野は同性から見ても男前で、ファンクラブまであるようなヤツだ。

　そのクセ、それを鼻にかけたりはしないし、仏ぶつ頂ちよう面づらのわりには話しやすいし、なによりやさしい。

（たまに入れられるツッコミ蹴げりは、痛いけどな……）

　滝本はそっと腰をさすった。

（にしても。よりどりみどりのハズなのに、なんであの先輩とつき合うことにしたんだろう？　あんな地味な……）

　滝本にとっては、外見のかわいさが一番のポイントだ。

　なので、伊野の選せん択たく基き準じゆんがよくわからない。

（学校で制服着てたらわかるかもしれないけど、街で私服で会ったら気づかないよな、きっと……）

　そんな失礼なことを考えながら、伊野の家に向かった。
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「……どちらさまですか？」

　伊野の家のチャイムを押すと、出てきたのは見たこともないような美少女だった。

　スレンダーなスタイルの女の子で、長い髪かみを低めの位置でツインテールにしている。

　落ち着いた眼まな差ざしと、少し低めの声は、とてもおとなびて見える。

　そのくせ、白いモコモコした部屋着の袖そでから指先だけ覗のぞいているのが、とてもかわいい。

　思わず口を半開きにして見とれていると、同じことをもう一度問われた。

「……どちらさま、ですか？」

「あ！　俺……いや、僕……違った、私は、伊野柊真君の親友の滝本樹と申します。きょ、今日は柊真君と勉強の約束をしていて」

（柊真君って、誰だれだー！　俺ら親友だったんかーい！）

　心の中で自じ己こツッコミをしながらそう言うと、女の子は頷うなずいて中へ招まねき入れてくれた。

「……どうぞ」

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎながら、話しかけてみる。

「あの、あなたは……？」

　女の子はつと滝本を見つめて、なぜか嫌いやそうに答えた。

「……伊野深み月つきです。……妹の」

「え。伊野の妹さんなの？　似てないですね！」

「……双ふた子ごだけど」

「え！　マジで？　じゃあ似てるのかな？」

「……似てません。二に卵らん性せいだし」

（なんで、どっちでも嫌そうな顔なんだろう？）

　二人の間の空気はとてつもなく重い。

　普通の高校生男子なら、ここで心が折れて退ひきそうなものだが、滝本のメンタルは、その程度ではビクともしない。

「みつきちゃんていうんだ？　どんな字書くの？」

　さっそくインプットする気満々だ。

　深月ちゃんは、少し意外そうな顔で滝本を見た。

「……深い月」

　めんどくさそうな言い方ではあったが答えてくれたことで、滝本は満面の笑えみを返す。

「へえ。深い月で深月ちゃんかー。名は体を表すっていうけど、しっとりしたいい名前だね～。あ、俺は樹木のいつきね。……あああ！　『いつき』と『みつき』って、なんか似てない？　運命とか感じたりしない？」

　ここぞとばかりに食いついたが──。

「いえ。微み塵じんも。……あ、こっちです」

　これ以上ないくらい、すげなくあしらわれてしまった。
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　リビングで伊野と合流するなり、妹のことをあれこれ尋たずねてみる。

「なにあれ！　すげーかわいいじゃん！」

「……別に、普通だろ？」

「なに言ってんだよ、芸能人レベルじゃん！」

「あー。なんかモデルの仕事してる」

「やっぱり！　顔、小さすぎ！　豆まめ粒つぶくらいしかないじゃん！　なにあれ、あんな子が妹だなんて、お前、幸せすぎじゃね？」

　心からの言葉だったというのに、伊野は口を真ま一いち文もん字じに引き結んで、形容しがたい顔になった。

「…………」

　滝本は、グイグイと伊野に詰め寄る。

「なんだよー。あんなかわいい妹がいるんなら、もっと早く教えろっつーの！」

「……別に、言ったって、どうにもなんないだろ。あいつ、キツいし」

「あんなかわいい子がそんなわけないだろ～」

「……毎日毎日『きもっ』とか『うざっ』って言われてみろよ」

「あああああ～。あのかわいい唇くちびるでそんなことを？　そんなら俺、いっくら言われてもいーや！」

「…………」

　伊野はさっき以上に、形容しがたい表情になった。
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　その後、伊野の部屋で勉強をはじめた。

　といってもほとんどは、伊野にあれこれ話しかけたり、伊野のマンガをめくったり、スマホを弄いじったりしているだけで、どんどん時間が過ぎていく。

　ちなみに伊野は、滝本の言葉に受け答えをしながらもそこそこ真ま面じ目めに宿題を片づけている。

「伊野、なんか腹減らない？」

　マンガが一区切りついたところでそう声をかけてみた。

　そう言うと大たい概がい、伊野がなにか作ってくれるので、リビングへ行ける。となると、深月ちゃんと会えるかもしれないという計算だ。

「…………」

　伊野は、すべてお見通しと言いたげな顔で滝本を見たが、そのことについてはノーコメントのまま、滝本をリビングに案内してくれた。

　が、残念ながら深月ちゃんの姿はない。

　あからさまにしょんぼりする滝本に、伊野が声をかけてくる。

「ペペロンチーノでいいか？」

「オッケ。大おお盛もりでよろしくー」

　手慣れた会話を交かわしていると、チャイムが鳴った。

　すると、廊ろう下かの向こうでドアの開く気配がした。

　どうやら滝本の時のように、深月ちゃんが迎むかえに出るらしい。

「もしかしてお客？　ここにいていいの？」

　伊野に尋ねると、伊野は鍋なべを火にかけながら「平気」と答えた。

「妹が先輩を呼んだだけ。なんか遊ぶらしい」

「へえ。深月ちゃんって、先輩と遊んだりするタイプなんだ？　同じ学校の先輩？　やっぱ美人系？」

　深月ちゃんの上をいくクールビューティーだったらと思うと──。

『先輩……いえ、お姉様。今日はどんなことをして遊ぶんですの？』

『いつもの遊びでは物足りないようね。だったら今日は……ふふっ。いけない子ね』

『お姉様……』

　ナイスなツーショット妄もう想そうが止まらなくなる。

　滝本は、ミッション系女子校モノの妄想が得意中の得意なのだ。

　相そう好ごうを崩くずす滝本を見て、伊野がめんどくさそうに言う。

「……お前、会ったことあるだろ。先輩だよ。美化委員長の」

「え？　それってウチの学校の先輩ってコト？　ああっ！　美化委員長って、あの美み和わ先パイ？　……って、ええええええええええええ！　それって、お前のカノジョじゃん！」

「……それが？」

「なんで、お前のカノジョが、深月ちゃんと遊ぶワケ？　なに、その『家族ぐるみでつき合ってます』みたいな関係!?」

　伊野は口をへの字に曲まげた。

「……別に、好きで会わせたわけじゃない。深月が勝手に懐なついてるんだよ」

　どうやら、なにか不満らしい。

（妹にカノジョ取られて拗すねてんのか？　らしくね～）

「伊野ってさ、美和先パイのどこにホレてんの？」

　伊野は珍めずらしく一いつ瞬しゆん困った顔をしたが、そのくせあっさりと答えた。

「……ぜんぶ」

「全部～う!?」

　どこのバカップルかと思うような答えに、滝本は自分の耳を疑う。

「えー。なんか、よくわかんないな……」

　自分のカノジョの魅み力りよくをわからないなどと言われて怒るかと思ったが、伊野はなぜかフッと笑うように口の端はしを上げた。

「あれ？　怒んないの？」

「……別に」

　その口く調ちようには言外に、『オレにしかわからない』や『まあ、オコサマにはわかんないだろ』という意味合いが含まれている気がした。なんだかくやしいので、なにか別の切り口でからかってやろうとしたところで、深月ちゃんが入ってきた。

「こんにちは。お邪じや魔まします」

　深月ちゃんに連れられてペコリと頭を下げながら入ってきたのは、伊野のカノジョの美和先パイだった。

（う～ん……。やっぱ地味。とてつもなく地味）

「いらっしゃい、先輩」

　伊野はといえば、やけにうれしそうな声で美和先パイを出迎えている。顔はいつものまんまの無表情だが、なんだか空気感が違うのだ。

（……伊野ってば、この人のどこに惹ひかれたんだよ、マジで）

　考えれば考えるほど不思議だ。

　そんな滝本の困こん惑わくをよそに、四人で一緒に昼食を食べ、美和先パイの作ってきてくれたケーキを食べることになった。

　伊野の料理は相変わらず、安定の味だ。少し濃こいめで育ち盛ざかりの滝本の舌したにバッチリ合う。

　美和先パイのケーキも、ビックリするほど美お味いしかった。見た目はもちろん味も、滝本の家の近所にあるケーキ屋より美味しいくらいだ。

「うわ。美和先パイ、これ、美う味まいっすね！　俺、ホール一個ヨユーで食べれそう」

　頰ほお張ばりながら言うと、美和先パイはクスクスと笑った。

「そんなに食べたら、胸焼けしちゃうよ。でも、そう言ってくれてありがとう、滝本くん」

　控ひかえめな笑顔で笑いかけられたら、滝本の中のかわいい子メーターが、ギュンと音を立てて得点を撥はね上げた。

（……あ。なんかこのソフトな感じ、ちょっといいかも……）

　つい見とれていると、手元が疎おろそかになり、持っていたマグカップからカフェオレをこぼしてしまった。

「うわ！　ごめん！」

　慌あわてて謝ったが──。

「なにやってんだよ」

「……ださっ」

　伊野と深月ちゃんに、ほぼ同時に斬きり捨てられてしまう。

　そんな中、美和先パイは、すぐに立ち上がってティッシュやハンカチで滝本の濡ぬれた服を拭ふいてくれた。

「大丈夫？　熱くなかった？」

「あ、はい。すみません」

　袖を拭いてもらいながらふと見ると、伊野と深月ちゃんが、世話を焼く美和先パイを見てどこかうっとりした顔をしている。

　どうやら、二人揃そろって、どこまでも美和先パイ贔びい屓きらしい。

（うわ。なんかそっくり……。さすが双子！）

　思いがけないところで、類るい似じ点てんを思い知らされた。

「ふーちゃん。あとはひとりでできるよ、そのくらい」

「そうですよ、先輩。滝本、いつまでやってもらってるんだ」

　滝本が世話を焼かれていることは、どうやら嫉しつ妬との対象のようだ。

（えー。なに、この状況!?）
















「あ、美和先パイ、もう、大丈夫ですから」

　これ以上理り不ふ尽じんな恨うらみを買いたくないのでそう言った。

　美和先パイはそれでも甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれて、最後に滝本を見上げる。

「ヤケドしなくてよかったね、滝本くん」

　下から見上げられた状態でニコッと笑いかけられると、滝本の脳内カウンターが、今度はギュルギュルギュルッと高得点をはじき出す。

「あれっ!?　なんか地味で気づかなかったけど、美和先パイって、実はすっげーかわいい顔してるんですね！」

　思ったことは口にするのが、滝本のいいところだ。

　しかし、伊野と深月ちゃんには通用しなかった。

「……滝本、お前は少し黙ってろ」

「滝本さん、口は禍わざわいの元って知ってる？」

　言葉と一緒に、蹴りやクッションが飛んできた。

「……ちょ、伊野くん、深月ちゃん、暴ぼう力りよくはダメだよ！」

　滝本を庇かばってくれる美和先パイは、先程にも増してかわいく見える。

（そっか。こんなにかわいかったんだ。見た目も中身も……。なんだ。伊野、見る目あるじゃん）

　伊野と深月ちゃんからの容よう赦しやない攻こう撃げきに晒さらされながらも、滝本は満足げな笑みを浮かべた。
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　伊い野の深み月つきは、双ふた子ごの兄との距きよ離り感かんに戸と惑まどっていた。




　深月と柊しゆう真まは、性別が違うせいか、兄きよう妹だい間かんの会話があまり多くはない。

　共働きの両親が帰宅するまでの間、たいていはお互たがいそれぞれの部屋にこもって過ごすし、食事の時には母の話を深月と柊真と父が頷うなずきながら聞くのが定番になっている。

　柊真のことは嫌きらいではない。

　家族として、双子の片割れとして、まあ、いいんじゃないかと思う。

　クラスの男子みたいに、むやみにからかうようなことは言わないし、高圧的な態度を取ることもない。

　無視することもされることもないし、ただ空気のようにそこにいる──そんな存在だ。

　ただ、自分と似たどこか冷めた部分が、少しだけ同どう族ぞく嫌けん悪お的てきに苦手だったりする。

　小学生の頃、兄妹ゲンカというのに憧あこがれたことがあった。

　クラスの子たちからよく、兄や姉と、テレビのチャンネル権で争ったり、お菓か子しを取り合ったりするのだと聞いた。だから深月も、柊真とそんなふうに言い合ってみたりしたかったし、そんな話を学校でしたいと思っていた。

　だけど、深月が観たいと言えば、柊真はすぐにリモコンを渡してくれたし、柊真の分のお菓子が欲しいと言えば、すぐにそれを手放した。

　柊真は争いを好このまない性格だ。

　だけど、それをわかっていても納得できない感情が膨ふくれ上がっていった。

（どうして、本気でわたしの相手をしないんだろう？　わたしのことを一個の人格として認めてないんじゃ……？）

　そんなふうにイライラは募つのっていった。

　だからある日、言ってしまったのだ。

　夜店で釣つってきたカメを飼かいたいと、珍めずらしく両親に頼む柊真に向かって。

「わたし、カメなんか飼いたくない。なんかきもいし、爬は虫ちゆう類るいなんてイヤ」

　──と。

『イヤだ、飼いたい』そう返ってくると思っていた。深月ならそうするからだ。

　その一言を聞いたら、すぐに許してあげるつもりだった。

「そんなに飼いたいなら、飼えばいいじゃない。でも面倒はひとりでみてね」

　そうつけ加えて。

　なのに柊真は、またしてもあっさりとそれを引っ込めてしまったのだ。

　しかも翌よく日じつ、クラスの友達にもらってもらう算段までつけてきた。

（……そんなに飼いたいわけじゃなかったんだ。そっか。そうだよね。柊真は別に、なんに対してもそんなに執しゆう着ちやくしたりなんかしないんだもんね……）

　またひとり相ず撲もうなのかと、深月は途と方ほうに暮くれてしまった。

　でも、それからずっと経たって、わかったことがある。

　──きっと柊真は、本当はあのカメを飼いたかったのだと。

　中学生になって初めての課外授業で、深月と柊真は水族館に行くことになった。

　二人は別々のクラスだったけれど、移動の擦すれ違いざまに見てしまったのだ。いろいろな魚が泳ぐ巨大な水すい槽そうの前で、柊真がずっとカメばかり見ているのを。

　水槽には、サメやエイやマグロなど、大きくて迫はく力りよくのある魚がたくさんいた。同じクラスの子たちは、そういった目を引く魚に群むらがっては騒さわいでいた。

　なのに柊真だけが隅すみの、しかも岩に乗っかって動きもしないカメを見ていたのだ。

　それも、なんだかやけに楽しそうに。

　深月もそうだが、柊真はよく無表情だと評される。実際、大口を開けて笑うことはほとんどないし、泣き叫さけんだりすることもない。

　けれど双子ならではなのか、柊真があえて隠かくさないかぎり、深月には柊真の感情が普通に判別できる。

　だからその時も、じっと無表情に水槽を見つめる横顔を見て、あの夜店のカメのことを思い出しているのだとわかってしまった。

　すぐに駆かけ寄って『ごめん』と言いたかった。

　別に、カメも爬虫類も苦手でもなんでもない。飼ってもよかったのに、変な意地を張ってしまったのだと謝りたかった。

　だけど自分の周りには友達がいたし、柊真の周りにもクラスメイトがいる。

　とても、そんな話ができるような状況ではなかった。

　楽しみにしていたその日の課外授業は、灰色の重たい記き憶おくへと変わってしまった。

　家に帰って謝ろうと何度も思った。だけど、両親の目やタイミングの悪さに戸惑っているうちに、言い出せない時間が続き、気づけば今日まで言えないままでいる。

　たった一言謝ることができれば、なにか変わっていたかもしれないし、この疼うずくような痛みも消えるのかもしれない。でも、深月にはそれができなかった。

　だから、自分と柊真の関係は、ずっとこのままなのだろうと思っていた。

　ケンカをしない代わりに、言い合いをして距離を詰めることもない。ずっと平行線のままの関係だ。自分も柊真も、今さら性格なんか変わらないし、お互いを干かん渉しようしないこの関係も変わらないだろうと。

　なのに。ある日を境さかいに、柊真が変わってしまった。

　高校に入って半年くらい経って、彼女ができてから。美化委員会の上級生とつき合うようになってから──。

　なにがあってもさして表情を変えなかった柊真が、やけにやわらかい表情をするようになったのだ。

　それはきっといい変化なんだろうと思う。

　でもどこか、自分だけが置いてけぼりにされたような気分を拭ぬぐえずにいる。
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「大丈夫ですか？　迎むかえに行きますよ」

　キッチンに飲み物を取りに行くと、柊真がリビングのソファで電話をしていた。

　その緩ゆるみきった表情でわかる。電話の相手が、美み和わ風ふう子こさんだと。

　前にも一度遊びに来て、挨あい拶さつをしたことがある。

　クラスではおとなしい感じのグループにいそうな女の子だった。

　感じは、まあ悪くはなかった。どちらかというといい方だと思う。

「わかりました。じゃあ、待ってますね」

　深月以外の人間から見たら、おそらくいつも通りの顔なのだろう。

　でも、目の前にあるのはどう見ても、鼻の下の伸びきった、腹立たしいニヤケ顔だ。

「……きもっ。なに浮かれてるんだか……」

　つい、そんな憎にくまれ口を叩たたいてしまった。あの水族館の課外授業の日以来、ずっとこんな調子だ。謝りたいのに謝れない自分への苛いら立だちや、はっきり文もん句くを言わなかった柊真への八やつ当あたりなど、いろいろな感情がミックスされて、こうなってしまった。

　もう、深月にはこういうコミュニケーション方法しか選べない。

（どこまで踏ふみ込んだら、柊真は怒るんだろう？）

　自分が、柊真を怒らせたいと思っているのかどうかもよくわからない。

（でも、どうせまた、相手にしない気なんでしょ……）

　そんなヤケ気味な気分でもある。

「悪かったな。放っとけ」

　深月は耳を疑った。

（言い返してきた。柊真が……？）

　困こん惑わくしながら言ってみる。

「……鼻の下、伸びすぎ。そんなんだと彼女にフラれるんじゃない？」

　柊真は、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「うるさい。出かける予定あるんだろ？　早く行けば？」

　きっと深月じゃなくてもわかるくらいの、不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

（なんか、これってまるで……）

　深月はなんだかうれしくなって笑ってしまった。

「……なに笑ってるんだよ？」

「ううん。別に……」

　兄妹ゲンカみたいだ。
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「いらっしゃい。遠くなかったですか？」

　玄げん関かんで美和風子さんを出迎えた柊真が、あれこれ甲か斐い甲が斐いしく応対をしている。

（うわ。なんか初めて見る姿だ。なにあれ……）

　深月はスッと歩み出て、声をかけた。

「こんにちは。いらっしゃい」

　美和風子さんは恐きよう縮しゆくしたように何度も頭を下げる。

「こんにちは。お邪じや魔まさせていただきます」

　なんだか、ハムスターとかみたいでやけにかわいい。

（……柊真も、そういうとこが好きなのかな。ちょっとわかるかも）

　これまでバレンタインの時や柊真の誕たん生じよう日びに、家に押しかけてきた子たちとは、明らかに雰ふん囲い気きが違う。深月はあらためて好感を持った。

（もう少し話してみたいかも……）

　なので、そう口にしてみた。

「わたしも一緒にお茶してもいいですか？」

　するとサラウンドで返事がくる。

「はい、もちろんです」

「ふざけんな」

　深月は柊真の言葉を無視して、美和風子さんの腕うでを取ってリビングに案内した。

「こっちこっち。……はい、座ってください」

　ソファに座らせて、自分もその隣となりに腰こし掛かける。

「ありがとう、深月さん」

「深月でいいです。風子さんっていうんですよね？　ふーちゃんって呼んでいいですか？」

「もちろん。じゃあ私も深月ちゃんって呼んでいいですか？」

「はい。あ、私には敬語やめてください」

「深月、お前な……」

「お茶淹いれなくていいの？　お客さんでしょ」

「あ、伊野くん、私のことはおかまいなく。これ、よかったら皆さんでどうぞ」

　風子が差し出してくれた紙袋を受け取る。中は美お味いしそうなケーキだった。

「ありがとう、ふーちゃん。わあ、美味しそう。きっとお茶と合うよね」

「……お茶淹れてきますね、先輩」

　柊真は、口を真ま一いち文もん字じに──どころかへの字に引き結んでキッチンへと向かう。

「あの……私、お邪魔じゃ……？」

　恐縮する風子に、深月は首を横に振ってみせた。

「全然。ふーちゃんといるのを、わたしが邪魔してるから怒ってるだけ。おとなげなく」

「そんなこと……」

「さっき電話してる時も、顔、緩みきってたんだよ」

　そう言うと、風子は顔を赤らめた。

「ふーちゃんとつき合うようになってから、柊真変わったんだ。なんか表情が豊かになったっていうか……」

「でも伊野くんって、よく笑うし、拗ねるよね？」

「……え？　ホントに？」

「うん。本当に」

「うわ、きもっ……」

　そう言うと、風子はクスクスと笑った。

「……深月、仕事は？　遅ち刻こくするんじゃないのか？」

　お茶を載のせたトレイを持った柊真が、黒いオーラを放っている。

　どうやら、早く出て行けと言いたいらしい。

　なのに、律りち儀ぎにお茶は三人分用意してある。

「はいはい。行けばいいんでしょ、行けば。なんかお邪魔して……」

　ソファから立ち上がって、柊真を真正面から見み据すえる。
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「ごめんね、柊真」
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　その一言を言えたことで、胸むねのつかえが取れた気がした。

（こんなの、自じ己こ満足でしかないけどね……）

「じゃあ、ふーちゃん。ごゆっくり。今度は私と二人で遊ぼう？」

　声をかけると、風子はコクリと頷いてくれた。

「うん」

「ホントに？」

「本当に」

「やった。じゃあ、行ってくる。ふーちゃん、ケーキは帰ってきてからもらうね」

　マグカップを手にリビングを出ようとすると、柊真が声をかけてきた。

「……帰り、遅くなるなら気をつけろよ？」

（そんなこと、初めて言われたよ……）

　深月は思わず、マジマジと柊真を見つめてしまった。

「……なに？」

「別に。きもって思っただけ」

「お前な……」

　柊真の言葉を遮さえぎって、風子に手を振った。

「ありがと。じゃあ、行ってくる。ふーちゃん、またね」
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　撮さつ影えい現場で、馴な染じみのスタイリストさんに言われた。

「あれ？　ミツキちゃん、なんかいいことでもあった？」

「……そんなことないですけど、なんで？」

「だって、口角がいつもよりキュッと上がってて、なんだかすごく楽しそう」

　深月は思わず、自分の顔をペタペタと触さわってしまった。

（あれ？　もしかして私も変われるのかな……？　柊真や、柊真との距離みたいに）

「……そうかな？　うん、そうかも……」

　そう答えたら、なんだかそれが本当のことになるような予感がした。
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　早はや川かわ由ゆ利りは、美み和わ風ふう子この変化を見守っていた。




　今日は年に一度の文化祭だ。

　三み森もりヶが丘おか高校の文化祭は、全クラス、全部活、さらには有志がそれぞれ模も擬ぎ店てんや出し物をするので、来らい賓ひんも多くかなり盛もり上がる。

　由利は、クラスでの展示物のほかに、所しよ属ぞくしているバレー部での駄だ菓が子し屋やもあって多た忙ぼうなのだが、やっともらえた交代時間を、風子と回ることにした。

　いつもはなにもない校庭が、たくさんの模擬店で埋うめ尽つくされているさまは圧あつ巻かんだ。

「由利、タコヤキとヤキソバどっちにする？」

「もちろん、両方！　それに、ジャンボフランクとポップコーンかな。あと、三年生がドーナツ屋と提てい携けいして喫きつ茶さ店てん出してるって言ってたから、あとで行ってみない？」

「うん。行きたい」

　風子と手分けして買い物を済ませ、飲食テーブルのコーナーであれこれつつく。

　すると、通りかかったバスケ部員に声をかけられた。

「あー由利、こんなとこにいたんだ？　部長がウチの出し物にも出てほしいって言ってたよ？」

「わー、パス。今日はもー、オーバーワーク」

　今度は野球部の男子に声をかけられる。

「早川、お前、野球部のゲームやりにこねぇ？　お前なら高得点出せんじゃね？」

「なんか賞品あるの？」

「一等は食券十回分だって」

「えー。なら、行こうかな！」

「おう。来いよな」

　それからも、数人に声をかけられた。

「由利ってホント、交際範はん囲いが広いよね」

「あはは。そんなたいそうなもんじゃないよ。たまに試合の手伝いに行くから、運動部の知り合いが少しいるってだけだよ」

「でも、すごいよ。私なんか、クラスと美化委員と、去年のクラスメイトくらいしか知り合いいないもん。由利は、クラブの人たちと回ったりしなくていいの？」

　由利は首を横に振った。

「うん。今日は風子と回りたかったんだ」

　由利と風子は、中学の時からの友達だ。中学二年で出会って、中三、高一と別々のクラスになってしまったが、二年生になってまた同じクラスになれた。

　クラスが離れていた間に別の友達もできたけれど、由利にとって一番落ち着くのは風子といる時だ。

　由利は、風子の裏表のない真ま面じ目めでやさしい性格が大好きなのだ。

「なんかさ。ウチのクラスも、展示物じゃなくてなんかもっとやればよかったよね。まあ、バレー部の駄菓子屋が忙いそがしいから、両方だとしんどかったかもしれないけどさ。風子は、美化委員会の方はなにもないの？」

「うん。出し物とかはなくて、どっちかっていうと、終わったあとの片づけがメインかな。ゴミの業者さんに来てもらうことになってるから、それまでに掃そう除じをしないといけないし。ベニヤ板とかもたくさん廃はい棄きになるみたいなんだよね」

　由利は風子に向かって拝おがむように手を合わせた。

「うわー。そんなことするんだね！　お疲れさま！　そんな働き者の風子には、あたしがごちそうしてあげるよ。なにが食べたい？　言ってみなって」

　風子はクスクスと笑う。

「もうたくさん食べたから、そんなに入らないよ」

「でも甘いのは入るでしょ？　なら、ドーナツ屋さんはあたしの奢おごりだ！　好きなの選びなよね」

「いいよ。委員会の仕事なんだから、由利に奢おごってもらうなんてできないよ」

「いーの！　あたしの気持ちなんだからさ。じゃあ、行こっか」

　由利はそう言い切って、風子とドーナツ屋へ向かった。
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「いらっしゃい。ようこそ、ドーナツハウスへ」

　白とピンクのストライプのやけにかわいらしいエプロンを着け、トングを持って迎むかえてくれたのは──。

「……佐さ久く間ま先輩のクラスだったんですね」

　風子が笑いをこらえながら、挨あい拶さつをする。

　美化委員会の元委員長、佐久間さんだ。

「美和さん、肩かた震ふるえてるよ。……そんなに変かな？　結構似合ってると思うんだけど」

　佐久間さんは、苦笑いをしながらエプロンの裾すそをつまむ。

「すみません。でも、お似合いだと思います」

「ありがとう。美和さんにそう言ってもらえるとホッとするよ」

　確かに、似合っていなくはない。というか、なにを着てもそこそこ似合うのだろう。

　佐久間さんは、派手なイケメンではないが男前だし、学校でも地味にモテ組だ。

　勉強もできるし、先生の信頼も厚い。性格も、おそらく温おん厚こうだ。

（ちょっと飄ひよう々ひようとしすぎてるから、なんか裏がありそうにも見えるけど……）

　それでも、風子に対してこれまで常に紳しん士し的てきな振る舞いだったので、合格といえば合格だ。

　由利が見るかぎり、どう考えても風子に気があったので、注意していたのだが、あえて反対するほどのマイナス点は見つけられないまま今日に至いたる。

「あんまり似合うのも考えものだけど、でもまあ、佐久間さんには似合ってるんじゃないですか？」

「あはは。手て厳きびしいね、早川さんは」

　笑顔で躱かわされる。このヌルッとした対応が、真意をつかめない要よう因いんだ。

（でもまあ、もうこの人の心配はいらないみたいなんだよね……）

　最近、風子への態度が少し穏おだやかになった気がするからだ。

（前は絶対、風子のこと好きだったよね……）

　由利は、ドーナツをオーダーする風子と、それを受ける佐久間さんを見て思いを巡めぐらせた。

　不ふ思し議ぎに思いながらもオーダーを済ませ、空いた席に陣じん取どる。

　佐久間さんは手慣れたふうに働いていた。

　クラスの女子や下級生によく声をかけられているところを見ると、由利が思っていた以上にモテるようだ。

　食べ終えて教室を出ようとすると、佐久間さんがドーナツが入っているとおぼしき袋を差し出してくれた。

「はい、これ。よかったら友達と食べて」

　風子はパタパタと手を振った。

「ダメです、佐久間先輩。ちゃんとお支払いします」

「ダメじゃないよ。一回くらい、先輩らしいことさせてくれないかな。ね？」

　なんだか砂を吐いてしまいそうなやりとりが、目の前で繰くり広げられている。

（佐久間さん、なんで、その勢いで風子に告らなかったかな……！）

　思わず、風子の年下カレシへのわだかまりが、佐久間さんに向いてしまう。

　由利は頭を振ってその考えを追いやって、佐久間さんに笑いかけた。

「ありがとうございます、佐久間さん。ありがたくいただいていきまーす！　ほら、風子、行こっ」

　由利は風子の手を引いて、佐久間さんの教室をあとにした。
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　ドーナツを手みやげに、一年生のクラスを覗のぞきに行くことにした。そこに風子のカレシがいるからだ。

　ずっと恋愛には縁えんのなかった風子だが、最近やけにかわいくなった気がする。

　もともとかわいいのだが、おとなしい性格のせいか、わりと集団に埋もれてしまうようなところがある。

　でも最近、やたらとキラキラして見えることがあるのだ。

（風子の初めてのカレシかぁ……）

　親友の初めての恋は、もちろん全力で応おう援えんしたい。

　けれど、実のところ、本当に応援していいのかどうかわからないのだ。

　なぜかというと、相手の男子が、校内にファンクラブがあるほどモテる男で、しかも一年生にしてはクールな雰ふん囲い気きを纏まとっていて……早い話が、手が早そうに見えるからだ。

（……大丈夫なのかな？）

　運動部に所属しているタイプは、交流が多いせいか、わりと早くカレシカノジョができたりする。

　由利自身はあまりそういったことに興味がないので、たまに交際を申し込まれても断っているが、周りではフッたフラレた二ふた股まただなんだと、いろんなことが起きている。

　由利は、風子にそんな思いをさせたくなかった。

　だから全面的に信用をするかどうかはさておき、『佐久間さんになら、風子を任せてもいいかな……？』と思っていたのだ。

　なのに、どうして、想定外の年下イケメンくんとつき合うことになってしまったのか。

（過か保ほ護ごなのはわかってるんだけどねぇ……）

　由利はこっそりとため息をついた。
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「いらっしゃいませ、お嬢じようさ……先輩!?」

　風子の年下カレシである伊い野の柊しゆう真まは、ビックリするほど当たり前のようにフォーマルな黒服を着こなしていた。とても去年まで中学生だったとは思えない雰囲気だ。

　ふと横を見ると、風子が見とれている。なんとなく、目がハートの形になっているようにも見える。

「伊野くん……似合うね」

　なのにその一言で、伊野柊真は一いつ瞬しゆんで中学生のような表情を見せた。

「先輩、なんで来たんですか。こないでくださいってあれほど……」

　照れているのか、かすかに目が泳いでいる。

　それを見て、由利は伊野柊真に好感を持った。

（なんだ、そんな顔もするんだ……）

「せっかく来たんだから、案内よろしく、執しつ事じさん」

　そう声をかけると、伊野柊真は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をした。
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　お茶を飲みながら伊野柊真を観察する。

「いらっしゃいませ……」

　風子に見られているのが恥はずかしいのか、すっかり後半は小声だ。

　なのに、それを知ってか知らずか、風子は拳こぶしを作って小声で応援している。

「伊野くん、がんばって……！」

　由利はその様子を微笑ほほえましく見守っていた。

（なんか、風子が幸せそうなら、いっか）

　二十分ほどくつろいで出ようとしたところで、いきなり大きな物音が響ひびいた。

　携けい帯たいが鳴って急に立ち上がったお客さんとぶつかった伊野柊真が、大きな銀色のお盆ぼんを取り落としてしまったのだ。

　運ぶ途中だったアイスコーヒーがこぼれて、伊野柊真のシャツを茶色く染そめている。

「うわ。やっちゃったみたいだね」

　お客さんは無傷のようだし、伊野柊真やクラスメイトが丁てい寧ねいに謝罪して、事なきを得たようだ。

　その後、着替えのためか伊野柊真はバックルームに引っ込んでいった。

　由利は、知り合いの体育会系下級生を見つけて声をかけ、風子と一緒にそこに入れてもらうことにした。

「伊野くん、大丈夫？」

　伊野柊真は、着替えの途中だった。

　濡ぬれてしまったシャツを脱ぬいで、新しいシャツを羽は織おっている。

「アイスコーヒーだし、平気ですよ。なんかみっともないとこ見られちゃいましたね」

　伊野柊真は自じ嘲ちよう的てきに笑いながら、シャツのボタンを留めていく。

　由利は伊野柊真のこういうところが、信用ならないと思っている。

（高一で、こうも当たり前みたいに自分のこと『みっともない』とか言えるやつ、いなくない？）

　老成しているというか、なんだかいろいろ不思議な存在に見える。

（なに、この落ち着き。やっぱ、信用ならないんだよねー……）

　伊野柊真への疑ぎ惑わくは晴れない。

「グラス、割れてたよね？　破は片へんで切ったりしてない？」

「大丈夫ですよ。クラスメイトが片づけてくれたし」

「だったらいいんだけど……」

　風子はとても心配そうだ。

「風子は本当に、ゴミ捨て王子が好きなんだねー」

　由利は思わずそうもらしてしまった。

　ゴミ捨て王子というのは、伊野柊真を茶化してつけたあだ名だ。以前見かけた、ゴミを捨てている姿もさまになっていたところからきている。

　てっきり風子は慌あわてるか、照れるかすると思っていた。

　なのに──。

「うん、そうだよ」

　風子はあっさりとそう答えた。でも、つき合いの長い由利にはわかる。

　これはおそらく、風子的には家族を好きというのと同じような感覚なのだ。

（風子、天然すぎ！）

　そう思いながら、伊野柊真の様子を窺うかがってみる。

（噓うそでしょ……!?）

　由利は目を見張った。なぜなら、伊野柊真が無表情のくせに明らかに動どう揺ようして、シャツのボタンをかけ違えていたからだ。

（ゴミ捨て王子、ズレてるよ！）

　その動揺を見るかぎり、風子を好きなことに間違いはなさそうだ。

（まあ、これなら任せても大丈夫かな……）

　由利は、小さく息をついた。

　由利と同じように、風子もボタンのかけ違いに気づいたらしい。

「伊野くん。ボタン、かけ違ってるよ」

　伊野柊真は、一瞬風子を見返して、ポーカーフェイスで言った。

「……こういうのが流は行やってるんです」

　由利は、心の中で盛せい大だいなため息をつく。

（ないわー。なに、その言い訳）

　しかし、風子の天然ぶりは想像のナナメ上をいった。

「へえ、そっか……。最近の男子の流行はそうなんだねぇ。蒼そう太たにも教えてあげようかな」

　由利は思わず笑ってしまった。

　脳内を駆かけ巡めぐるのは、『割れ鍋なべに綴とじ蓋ぶた』という言葉だ。
















（うん。なんか、もう大丈夫みたい。この二人は、これでいいのかも）

　由利は、ちょっと呆あきれつつもほのぼのとした気分で、そのやりとりを見つめていた。
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「……先輩、イヤなもの見つけちゃったみたいです」

「わあ、これは見過ごせないよね」

「……スよね」

　一月のある日。それも、もうすぐ下校を促うながす音楽が流れるという間ま際ぎわ。校内点検をしていた伊い野のと美み和わ風ふう子こ先輩は、壁かべに大きな油あぶら染じみを見つけてしまった。

　明日は教育委員会の来らい賓ひんがあるので、できればきれいにしておきたい。先輩のそんな言葉ではじめた点検作業だったが、まさか最後の最後に、こんな大きな汚よごれを見つけてしまうとは──伊野は己おのれの不運を恨うらんだ。

（いや、そもそも恨むべきは、この汚れをつけた人間か……）

　しかし、恨みを転てん嫁かしようとも、壁の汚れが消えてなくなるわけではない。

「体育倉庫に高こう圧あつ洗せん浄じよう機きがあるから、それで清せい掃そうしようか。あれならすぐ落ちそうだし」

「っスね。じゃあ、チャッチャと終わらせましょう」

　そんなわけで、高圧洗浄機を取りに行くことになった。
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　しかし──。急いでいる時ほど、トラブルに巻まき込まれてしまうものだ。

　けたたましい音と同時に体育倉庫の扉とびらが閉まり、それっきりそこから出られなくなってしまった。

「ホントに出られないの？」

　先輩が、不安そうに伊野を見上げて──きているハズだ。暗くらいので、よくは見えないが。

「たぶん……」

　二人が体育倉庫に足を踏ふみ入れたとたん、背後から大きな音がしてドアが開かなくなってしまったのだ。

「なんか、ドアの向こう側のノブが壊こわれてなくなってるみたいです。……ほら、こっちのノブ回しても空から回まわりだし」

　感覚が通常とまったく違う。

「押したら開かないかな？」

「おそらくですけど、向こう側にあった棚たなが倒れて、つっかえ棒ぼうみたいになってるみたいです。あのスチール製のやつ」

「……あれ、重そうだもんね。それに荷物が山積みになってたし……」

　倉庫の扉の正面にあった棚には、いろいろな用具やダンボールがこれでもかというくらい不安定に積み上げられていた。

　そのバランスが崩くずれたのか、重みに耐えかねたのかは不明だが、二人がドアを開けた拍ひよう子しに均きん衡こうが崩れ、この状態になってしまったようだ。

　倉庫内には高い場所に小窓があるが、出入り口は一カ所だけだ。

　念のため、ドアを押したり引いたりしてみるが、渾こん身しんの力を込めてもビクともしない。

「先輩、スマホは？」

「美化委員室に置いてきた。掃除するだけだって思ってたから」

「……オレもです」

　ということで助けを呼ぶこともできない。

　体育会系のクラブもすべて引き揚げてしまったようで、物音も声も聞こえてこない。

「参りましたね……」

「うん」

　遠くからかすかに完全下校を促す音楽放送が聞こえてくる。

（これが鳴るってことは、六時か）

　小さな高窓の向こうはすっかり宵よい闇やみに包まれている。

（このまま、明日まで誰だれにも気づかれないなんてこと……あるな）

　伊野自身は別に問題ない。

　今のところ、トイレに行きたい気配もないし、体たい操そうマットを敷しけば、寝て朝を待てばいいだけだ。多少、マットが汗あせ臭くさいのをガマンさえできれば。

　けれど、先輩のことを思うとそうもいかない。

　トイレに行きたくなることもあるだろうし、なにより、こんな薄うす暗ぐらい場所で一晩過ごしたいと思っているとは考えにくい。

　現に、なんだか様子がおかしい。

「先輩、大丈夫ですか？」

　肩かたに触ふれて声をかけると、明らかに過か剰じように身を強こわばらせた。

「え!?　あ、うん！　だ、大丈夫だよ！　なんの問題もないよ！」

（……いや、あるでしょ）

　もしかすると、男と二人きりで一晩過ごさなければならないことが、怖いのかもしれない。

　初めてつき合う相手が伊野なので、そんな経験はないはずだ。

　伊野は、先輩自身や、彼女とのつき合いを大事にしたいと思っているので、先々の予定もきちんと脳のう内ないカレンダーにつけてある。

　クリスマスのファーストキスはきちんと予定通りにできたので、セカンドキスや、そのほかのデート予定なども、先の先まで決まっている。

　突発事じ項こうで先輩と二人きりで一晩過ごせることはやぶさかではないが、それによって先輩が怖がっていたりつらい思いをしたりするなら、なんの意味もない。

（先輩には笑っててもらわないと……）

　たまにテンパることはあっても、ほぼいつも笑顔の先輩が、こんなふうにビクビクしているのは珍めずらしい。

　伊野は、ふと気づいた。

（もしかして……）

「先輩、暗いトコ、苦手だったりします？」

　返事はない。どうやら図星のようだ。

「……あ、あの、恥はずかしいんだけど、そう、なの。……なんか昔から、暗いところに行くと、足が竦すくんじゃうんだよね……」

　声がかすかに震ふるえている。

　伊野は先輩をそっと抱だき寄せた。すると、声だけでなく、全身が小こ刻きざみに震えているのがわかった。伊野はその背中を軽く三回叩たたく。

「伊野くん……？」

　暗闇の中で、先輩が自分を見上げている気配が感じられた。

「魔ま除よけのおまじない、しときました。これで、怖いものとかは寄ってこないから大丈夫です。まあ、なんか来ても、オレがやっつけるんで平気スよ」

　自分でもなにを言っているのかと思うが、暗闇が怖くないように、少しでも多く声をかけた方がいい気がした。

「……うん。ありがと。大丈夫だよ。伊野くんがいてくれるから、そんなに怖くないみたい。それに、目も暗闇に慣れてきたみたいだし」

　確かに、さっきよりは、先輩の表情が少しだけわかる気がした。

　身体からだの震えも止まっている。

「……なら、よかったっス」

「うん。でも、こういう事じ故こになると困るから、今後はドアのそばのものもちゃんとチェックしないとダメだね。今まで気にしてなかったけど、こういうのも検けん査さ項こう目もくに入れた方がいいのかな？　伊野くんはどう思う？」

　伊野は、思わず笑ってしまった。

「え？　どうして笑ってるの？　真剣に相談したのに」

「だって、真ま面じ目めすぎでしょ。こんな時に。……ふつーこういう時って、どうやってここから出るかとかを考えないですか？」

「……そう、かな？」

「そう、です。でも、そういう生き真ま面じ目めなとこも、いいと思いますよ」

　伊野はそう言って、先輩をもう一度抱きしめた。

　先輩は一いつ瞬しゆん身を強ばらせたが、すぐにそれを解といて、伊野のセーターをキュッとつかんでくれた。
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　当たり前のことだが、倉庫には暖だん房ぼうなどがなにもないので、次し第だいに寒くなってくる。

「大丈夫ですか？」

「うん。でもちょっと冷ひえるね」

　体操マットの上で身を寄せ合う姿は、まるで冬山の遭そう難なん状態だ。

（いい加減、どうにかしないとな……）

　あれこれシミュレートしてみる。

　[image: ]倉庫内のものをかき集めて踏み台にし、高窓から外に出る。

　[image: ]棒きれなどを探し出し、誰かに気づいてもらえるまでドアを叩いて声を上げる。

　[image: ]開かないドアを繰くり返し押したり引いたりしてみる。

　[image: ]は、高窓に辿たどり着いたとして、伊野の体格では頭しか抜けられそうにないので却きやつ下かだ。先輩ならギリギリ通れなくもないかもしれないが、そんなことはさせられない。そもそも、窓から地面までの距離を考えると、候こう補ほに挙あげることすらあり得ない。

　[image: ]は、規き定ていの時間になれば、警けい備び会社の人間が校内の見回りをすることになっているので多少有効なはずだ。

　ただ、伊野はその時間を知らないし、校舎内ならまだしも、こんな学校の隅すみの建物まで見回るかどうかは定かではない。

　三つの中では[image: ]が一番可能性がありそうだ。さっき押してみた感覚からすると、どうやっても開きそうにない。スチール棚が向こう側でつっかえ棒のようになっているなら、物理的に無理だ。

（最悪、ドアが壊れてもいいなら、まあ……）

　あれこれ思案していると、先輩が伊野をギュッと抱きしめてくれた。

「大丈夫だよ。絶対に誰か気づいてくれるよ」

　言われて気づく。どうやら、伊野が不安に駆かられていると思い、慰なぐさめてくれているようだ。
















（自分の方が、暗所恐きよう怖ふ症しようで怖いくせに……）

　それなのに、伊野のことを守ろうとしてくれているのが、かわいいし、うれしい。

　ドアを壊してもよければ、なんとかなるかもしれないとわかっていたが、伊野はもう少しだけこのシチュエーションを楽しみたいと思ってしまった。

「……気づいてくれますかね？」

　イタズラ心からそう尋たずねてみる。

　先輩が、伊野の手をキュッと握にぎってくれた。

　なんとなく、ハムスターがヒマワリの種を握りしめている姿が思い浮かんでしまって、頰ほおが緩ゆるみそうになる。

「大丈夫だよ！　絶対、誰か気づいてくれるって！」

　今度は伊野を守るように、きつく抱きしめてくれる。

　先輩のカーディガンからは、柔じゆう軟なん剤ざいのやさしい香りがするし、髪かみの毛からはシャンプーの甘い香りが漂ただよってくる。

（あれ？　なんかヤバい……？）

　伊野の中では、先輩との今後の進展についてもきっちり段取りが組んである。

　その予定表によると、次のキスはもう少し先となっている。第一候補はバレンタインで、第二候補はホワイトデーだ。

　伊野は見かけによらず、アニバーサリーを大事にする男なのだ。

　先輩がゆっくりじっくり自分を好きになってくれるように、段階を踏んでいくつもりでいる。

　なのに、あまりに密着しているので、つい理性のタガが外はずれそうになってくる。

（こういう想定外の事態もあるんだな。そのあたりも汲くんで予定を組み直さないと……）

　わざとそんなことを考えて理性を保とうとするが、好きな女の子と暗闇で二人っきりという状況は、いかんともしがたい。

　伊野が葛かつ藤とうしていると、先輩が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「伊野くん、大丈夫……？　そういえば、スプラッタとか苦手だもんね？」

　先輩は伊野を抱きしめて、背中をポンポンポンと、三回叩いてくれた。

「大丈夫だよ、怖くないよ。三回叩いたからこれで怖いのはこないよ。それに今日は十三日でも金曜日でもないし。でもね、もしなにか来たら、私がやっつけてあげるね！」

（このヒトは、もう……）

　伊野は一瞬ポカンとしてしまったあと、それまで以上にきつく先輩を抱きしめた。
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「先輩、ギリギリまで下がっててください。破は片へんとか飛ぶと危ないんで」

　伊野は、ドアを蹴け破やぶる決心をした。

　もう少しこのままでいようなんて、最低だった。

　自分のそんなヨコシマな気持ちを反省する。

「伊野くん、無茶しないで。怪け我がしたら危ないよ。明日の朝までじっとしてれば、誰か気づいてくれるよ」

「いえ。やっぱりさっさとこんなとこ出ましょう。あ、でもその前に……」

　先輩の手を取って引き寄せ、口づけようとした。

「伊野くん……」

「先輩……」

　二人の顔がゆっくりと近づく。

　あともう少しで唇くちびるが触れる──その瞬間。

　勢いよくドアが開いて、光が飛び込んできた。

　伊野は先輩を抱きしめたまま、フリーズする。

「伊野ー！　無事かー!?」

「風子！　生きてるっ!?」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうを片手に、同時に駆け込んできたのは、滝たき本もとと早はや川かわ先輩だった。

「……まあ、なんとか」

「由ゆ利り～！　助けにきてくれたんだ？　ありがとー！」

　伊野は滝本に、先輩は早川先輩にそれぞれ抱きつかれる。

　端はたから見れば感動の救出シーンだ。

　けれど、伊野は冷静に問い質ただした。

「……中に人がいるかどうか確認してから開けないか、普通？」

　滝本は、あははと大声で笑った。

「いやー、だって、お前の家から帰ってこないって電話がきて、美化委員室にはお前と美和先パイのカバンが置きっぱじゃん？　そりゃ、心配すんだろ」

「そーだよ。滝本くんが警けい察さつ犬けんみたいにここを捜さがしてくれたんだから、感謝しないとね～」

「え！　早川先パイ、俺のこと、そんな目で見てたんですかー！　犬とか、ひでぇ～！」

「褒ほめたのに」

「あ。だったらＯＫ～！」

　いつの間にか、ずいぶん仲良くなったみたいだ。

「……ありがとな」

　礼を伝えると、滝本はもう一度大声で笑って、伊野の肩をバシバシと叩いた。

「いいってコトよ！」

「でも、二人が無事でよかったよ」

　いけすかない声に目を向けると、そこにはあの男がいた。元美化委員長の佐さ久く間まだ。

（いたのか……）

　思わず、いつものポーカーフェイスが崩れて、口がへの字に曲まがってしまう。

「佐久間先輩も捜してくれたんですか？」

　佐久間は先輩を見て目を細める。

「偶然、居合わせてね。図書館にいたら遅くなってしまったんだ」

「ありがとうございます！」

「でも、少し救出が早くて、お邪じや魔ましちゃったみたいだけどね」

　佐久間は顎あごのあたりを弄いじりながら、からかうような視線を伊野に向けてくる。

（やっぱ、このヒト、苦手……）

「……感謝してます。確かにほんの一分早かったですけど」

　ついついそんな言葉を返してしまったが、佐久間はやっぱり微笑ほほえんでいるだけだった。

「じゃあ、引き揚げようか。片づけは明日にしよう。暗くて危ないから。警備会社と先生方には僕から連絡しておくから、みんなは先に帰っていいよ。気をつけて」

　でも、そんなふうに言われてしまえば、深々と頭を下げるしかなかった。

「……お願いします」

「うん」




　その日。先輩の家までの道のりを、伊野はずっと先輩の手を握りながら帰った。
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　あっという間に四月が巡めぐってきた。

　風ふう子こにとっては三回目の、伊い野のくんにとっては二回目の、この学校での春だ。

　始業式の帰り。一緒に帰ろうと約束したので、風子は校門の脇で伊野くんを待った。

　すぐそばにある大きな桜の木は満開で、風が吹くたびにピンクの花はな吹ふ雪ぶきを舞まわせている。

　中には萼がくごと散るものもあって、駒こまのように回転しながら降ってくるそれを、風子は飽あきることなく見つめていた。

「先輩、すみません」

　軽く息を切らして、伊野くんが駆かけ寄ってきた。

「待たせちゃいました？」

「ううん。今来たばっかりだよ。それに桜を見てたから」

　ありふれたやりとりなのに、それがなんだかとてもうれしい。

　ふと、伊野くんがいつもと違うように感じられた。

「……伊野くん、だよね？」

「なんか変スか？」

　マジマジと見つめてしまう。

（なんか、いつもカッコいいけど、今日はもっとカッコよくない……？）

　顔からだんだんと見る範はん囲いを広げていく。

　シャツにネクタイに──。

「あ！　ブレザー着てる！」

　伊野くんは正解とばかりに、コクリと頷うなずいた。

「始業式くらいは着てけって、妹に言われて」

「ふふ。しっかり者の深み月つきちゃんらしいね」

「うるさいだけスよ」

　伊野くんは少し拗すねたような顔をしたが──。

「クラスの美化委員やることにしました」

　ふいにそう言って微笑ほほえむ。

「え。もう、決まったの？」

「委員会決めるのはもう少し先ですけど、早めに予約しておこうと思って、担たん任にんに伝えてきました」

　伊野くんは、それで遅くなったのだと謝ってくれた。

「そうなんだ。私もね、前期は美化委員をやるつもりだよ」

「じゃあまた委員長ですか？」

　風子は首を横に振った。

「ううん。進学の準備があるから、今回はヒラの予定。二年生でやりたいっていう人がいてくれるといいんだけどな……」

　佐さ久く間ま先輩は、なんでも当たり前のようにこなせる人だったので、三年の前期まで委員長を務つとめてくれたらしい。

　でも成なる瀬せ先生から、今後は委員長は二年生に任せるようにしたいと提案されたのだ。

　半年間だけど、愛着を持って務めてきたので、放り出すようで少し申し訳なく思う。

　でもこれで、今後は二年生が委員長を務めることが慣例化されれば、受験生の負ふ担たんが減っていいことだとも思い、その提案を受けることにした。

　伊野くんが、風子の顔をじっと見つめてくる。

「美化委員長、オレがやりますよ。去年、先輩のそばでやり方は勉強したし」

「ホントに……？」

「あれ？　オレじゃダメですか？」

「ううん！　誰だれより適任だと思うよ。ありがとう、伊野くん」

「先輩が学校にいる間は、オレが責任もってきれいにしておいてあげますよ」

　伊野くんの手が、風子の頭に向かって伸びてくる。

「こういうのを取ってあげたりとかね」

　伊野くんは、風子の髪かみについていた桜の花びらをつまんで、フッと吹いた。

　花びらが、ヒラヒラと舞い落ちていく。

「ありがとう。伊野くん、また一年間、よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げたら、伊野くんも同じように下げてくれた。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　なんだか間の抜けたやりとりなのに、心の奥がどんどん温かくなっていく。

「こういうの、おもしろいね、いのく……」

　伊野くんの唇くちびるが、ほんの一いつ瞬しゆん、風子の唇をかすめていった。

「……あ」

　ビックリして自分の唇を覆おおってしまう。

「……それ、イヤって意思表示だったりしないスよね？」

「あ、うん。ちょっとビックリしただけだよ。でも、こんなところでするのはよくないよ、もー」

「大丈夫。誰も見てませんでしたから」

「それなら、いいけど……」

「いいんだ？」

「あ！　やっぱりダメだよ。もう、校門のとこでこんなの……」

　恥はずかしくてブツブツ文もん句くを言っていると、伊野くんがなんだか楽しげに笑って風子を見ている。

「……なんで笑ってるの？」

「ああ、三回目は予定通りだなと思って」

「三回目って？」

　伊野くんは珍めずらしく慌あわてたようにそっぽを向いた。

「いえ。別になんでも……」

「あ。なんかごまかした！」

　伊野くんは、わざとらしい咳せき払ばらいをして、ブレザーの内ポケットから二枚のチケットを取り出した。

「あ！　それ、森もりの海うみ水族館のチケット!?」

「先輩、前に水族館行きたいって言ってたから。これから行きませんか？」

「本当に!?　やった！　なんかね、森の海水族館のペンギンショーは、ペンギンが足元まで来てくれるんだって。あと、コツメカワウソの赤ちゃんも産まれたんだよ」

　ニュースで見たばかりなので、うれしくて思わずあれこれ言ってしまう。

　でも、伊野くんは呆あきれたりせずに、やさしい目で風子を見つめている。

「じゃあ、全部見ましょう。──ほら、先輩」

　伊野くんが手を差し伸べてくれる。

　風子はその手を握にぎり返して、並んで歩きはじめた。
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　二月十四日の佐さ久く間ま慧けいは、意外と忙いそがしい。




「佐久間先輩、これ、もらってください！」

　かわいいピンク色の包み紙の中は、おそらくチョコレートだ。

　一年生らしき女の子は、緊張のあまりか声が上うわ擦ずってしまっている。

　今日はこれで三人目だ。朝、下げ駄た箱ばこの中に五個入っていたし、机の中にも二個入っていた。

　ありがたいとは思うし、目の前の女の子をかわいいとも思うけれど、お返しのことを考えると少しだけ気が重い。毎年、なにを買えばいいのか悩むし、チョコレートや手紙にクラスや名前が書かれていないと、返すあてもないからだ。

　もちろん、一番困るのは、その気持ちには応こたえられないということを伝えなければならないことだ。

　そんなことが何回かあったあとの昼休み、クラスメイトに名前を呼ばれた。

「佐久間ー、またお客さーん！　下級生だってー」

　後方の出入り口に目を向けると、そこには美み和わ風ふう子こさんがちょこんと立っていた。

　美化委員会で知り合った後輩で、今は佐久間の跡を継ついで委員長をしてくれている子だ。

　真ま面じ目めで何事にも一いつ生しよう懸けん命めいな彼女と仕事をするのが、佐久間は好きだった。

　面倒くさい委員会の仕事で、いかに手を抜くかにみんなが気を回している中で、彼女はバカがつくほどきちんと仕事をこなしていた。

　誰だれの目があってもなくても、彼女の中には手を抜いたりサボったりするという概がい念ねんがないのだろう。

　上級生のクラスで注目を浴あびて所在なげなその感じが、いかにも彼女らしい。

　佐久間は笑えみを浮かべて美和さんの元に向かった。

「どうしたの？」

　用件はまあ、わかっている。

　おそらく、美化委員会の代表かなにかで義理チョコを持ってきてくれたのだろう。律りち儀ぎな彼女らしい。

「あの、これ……いつもお世話になっているので、よかったら召めし上がってください。美化委員会の女子みんなからです」

　こぢんまりとしたかわいい包みを差し出される。

（誰がどう見ても、[image: ]％義理チョコだな……）

　彼女の行動や考えは、とても推すい測そくしやすい。

「ありがとう。美和さんからもらえるなんてうれしいな」

　にっこりと笑いかけると、美和さんは少し困った顔になった。

「あの、それみんなからなんです……すみません」

「大丈夫だよ。わかってるから、そんな顔しないで」

　美和さんの顔に、今度は安あん堵どの色が浮かぶ。

　なにを言えば喜んでくれるのかとか、なにをすればうれしそうにするだろうとか、たいていのことはわかる気がする。表情が読みやすいのは、彼女の性格がまっすぐだからだ。

　ついあれこれ考えを巡めぐらせてしまう自分とは異質で希け有うな存在として、佐久間は彼女を気に入っていた。

　一緒にいると落ち着くし、自分がやさしい人間になった気がするのも新しん鮮せんだった。

　彼女の方でも自分に対して、恋愛感情ではなくても、好意的な感情を抱いだいてくれているのは肌はだで感じていた。

　だから、じっくりと時間をかけて距離を詰め、受験が終わったらつき合ってほしいと言うつもりでいたのだ。

　恋愛ごとに興味のなさそうな彼女でも、その頃にはそういう目で自分を見てくれるんじゃないかという勝算もあった。

　なのに、佐久間の予定は根こん底ていから崩くずされてしまった。

　突然現れたダークホースの下級生、伊い野の柊しゆう真まによって。

『えっと……あの、つき合うことになったんです、彼と』

　そう言った彼女は、少し困っているような照れているような、今まで見たこともない顔をしていた。

　でもその顔は、それまで見た彼女の表情の中で、一番かわいいものだった。

　だから、佐久間は彼女を諦あきらめることにしたのだ。

（彼女のいいところをいっぱい知ってるのに、様子見してて出遅れたんだよな、情けない。まさにトンビに油あぶら揚あげだよなぁ……）

　その時のやるせない気持ちを思い出していると、ふと視線を感じた。

　見れば、廊ろう下かの奥の方からこちらを見ている男子生徒がいる。

　メガネをかけたその人物は、間違いない。くだんのトンビだ。

　どうやら、美和さんが佐久間に義理チョコを渡すことを知って、遠くから見守っているつもりなのだろう。

（見守るっていうより、見張りだよね、あれじゃ……）

　佐久間の視線に気づいたらしく、スッと視線を逸そらしてそしらぬ顔をしているが、内心では奥歯をギリギリと嚙かみしめているのが丸わかりだ。

（あはは。まあ、トンビはトンビでかわいいんだけどねぇ……）

　その様子がおもしろかったので、佐久間は休み時間が終わるギリギリまで美和さんを引き留めて楽しく過ごした。
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　放課後。図書室に顔を出すと、隣となりのクラスの白しら河かわしおりが作業をしていた。

　バレンタインに図書室で勉強をしたい人間などいないようで、ほかには誰もいない。

　しおりは図書委員をしている文学少女で、佐久間の恋人だ。

　スラリと背の高いクール系の美人で、学年でもトップクラスの頭ず脳のうを持っている。

　どこか近寄りがたいオーラを放つ彼女は、高たか嶺ねの花というあだ名を持っていた。

　図書室で勉強をするうちに親しくなり、二カ月前のある日、いきなり交際を申し込まれたのだ。

　佐久間は、熟じゆつ考こうの末、その申し出を受けることにした。

　彼女の外見や頭のよさはもちろん好きだし尊敬に値あたいするが、告白をＯＫした一番の要よう因いんは、その時の彼女があまりに挙きよ動どう不ふ審しんで放っておけないと思ったからだ。

　普段澄すました雰ふん囲い気きの彼女が、その日はとても緊きん張ちようしていてしどろもどろで、しかももし佐久間が断ろうものなら、時代錯さく誤ごに自害でもしそうなほど必死に見えたのだ。

　佐久間は昔から告白されることが多いので、そういったことは難なく受け流せるつもりでいたが、どうしてもその時だけはそうはできなかったし、したいとも思わなかった。

　もっとこの子の内面が知りたいと思ったし、笑った顔が見てみたいと、そう思ってしまったのだ。

「お疲れ。何時頃帰れそう？」

　佐久間が尋たずねると、しおりは眉まゆ根ねを寄せた。美人なだけにとてもさまになる。

「……知らない」

　どうやら、ご機き嫌げんナナメのようだ。

「僕、なにか気に障さわることしたっけ？」

　佐久間が尋ねると、しおりはツイッとそっぽを向いた。

「それ、一体いくつもらったの？」

　佐久間は、手にしていた紙袋をかすかに掲かかげた。中にはもらったチョコレートが入っている。どうやら、これで妬やいてくれているらしい。

「ああ、これ？　十個くらいかな。でも全部義理だよ」

　彼女が気にしないようにそう言うと、しおりは目め尻じりを少しつり上げて佐久間を睨にらんだ。

「そういう言い方、よくないと思う。本気でくれた子もいるでしょ？」

（あれ？　怒られるとこなんだ……）

　しおりの行動は、いつも先が読めない。

　よかれと思ってしたことも言ったことも、かなりの確かく率りつで裏目に出てしまう。

　だからといって、すべてを反対にすれば済むという話でもない。

（うーん。全国模も試しより難しいんだよなぁ……）

　そうは思うが、その予測の立たなさが、魅み力りよくでもあった。

「まあ、そうかな。それより、しおりはくれないの？　楽しみにしてたんだけど」

　しおりはそっぽを向いたまま、大きな包みを差し出してきた。

　水色の包みに白いリボンは、いかにも彼女らしいセレクトだ。

「……買ったやつだけど。私、手作りとかできないから……」

　その手は、告白をしてきたあの日のように、小こ刻きざみに震ふるえている。

「ありがとう。うれしいよ」

　佐久間はしおりの手ごとチョコレートを受け取って、彼女をそっと抱だき寄せた。
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　四月。二年生になった伊い野の柊しゆう真まは、少しナーバスになっていた。




　なぜかというと、最愛の恋人、美み和わ風ふう子こが三年生になってしまったからだ。

　一学年の差はずっと埋うまらない。そんなことはわかっている。

　でも、最上級生になられてしまうと、なんだか遠い存在に感じてしまうのが嫌いやだった。

　しかも来年になれば、先輩はこの学校からいなくなってしまうのだ。

　そう考えると、髪かみの毛を搔かきむしりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　学校では理性を総動員してそんなことはしないようにしているが、実際は自じ宅たくではよく搔きむしったりしている。

「……ちス」

　挨あい拶さつをしながら美化委員室に入る。中にいたのは先輩だけだった。

「あ。伊野くん。来てくれたんだね」

「引き継つぎするんですよね？」

「うん。ありがとう、委員長を引き受けてくれて」

　こんな笑顔が見られるなら、委員長ぐらいいくらでもやる。

　とはいえ、こんなふうにここで顔を合わせるのもあと半年だ。

　なぜなら三年生は受験のため、後期はほとんど委員会には参加しないからだ。それを考えると、また頭を搔きむしりたくなる。

「……ふー」

　その代わりに、胸むねの中のわだかまりすべてを吐き出すような大きなため息をついてみた。

　すると先輩が近づいてきて、伊野のおでこに手を当てた。その小さくてサラリとした手の感かん触しよくに、一いつ瞬しゆんたじろぐ。

「先輩……？」

　先輩は、自分の額ひたいと伊野の額を何度か触さわり比くらべた。

「熱はないみたいだね。どうしたの？　なにか悩なやみごと？」

　心配そうな眼まな差ざしを向けられてしまう。

　いらない心配をさせたことを申し訳なく思い、伊野はぼそりと本ほん音ねをもらした。

「……悩みごとっていうか、来年は先輩がいないなって思っただけです」

　そう言ったとたん、いきなり先輩の顔が近づいてきた。

　あっと思う間もなく、やわらかな唇くちびるが伊野の唇をかすめていった。

　伊野は無表情のまま固まった。そんな伊野を見て、先輩は小さく笑う。

「あ。ごめんね。伊野くんがあんまりかわいいこと言うから、つい……」

（かわ……!?）

　伊野は、次のキスは、夏休みの海デートか花火大会でと決めていた。もちろん、それは自分からの予定だった。

　なのに、突然の先輩からのキスに、この先の段取りが崩くずれ、伊野は激しく動どう揺ようした。

　が、相変わらず顔には出ない。あくまで無表情のままだ。

　段取りが崩れたうえに、かわいいなどと言われた衝しよう撃げきで、頭の中は真っ白だ。

　思わず意識が遠のきかけたが、目の前で手を振る先輩に気づいて正気を取り戻す。

「伊野くん、大丈夫？　ごめんね、勝手にしたりして」

　ついでに、自分からキスしておきながら今さら照れる先輩を見て、すぐにいつもの調子を取り戻す。

「いえ。先輩が積せつ極きよく的てきだったんで驚いただけっスよ。そういうのがアリならオレも……」

　先輩を抱かかえ込むようにして、壁かべに手をついた。雰ふん囲い気きを察してくれたのか、先輩がそっと目をつむる。そのまつげが小さく震ふるえているのが、やけにかわいい。

　主導権を取り返したことにホッとしながら、顔を寄せようとしたその時──。

「伊野ー！　いるかー？　帰ろうぜー！　なんか早はや川かわ先パイが商店街の福引きで、ハンバーガー屋の割引券当てたんだってさー」

「風子、いるー？　ゴミ捨て王子と四人でハンバーガー食べて帰ろーよ」

　突然、ノックもなく入ってきたのは、滝たき本もとと早川先輩だ。

　伊野はそのままくるりと後ろを向き、仏ぶつ頂ちよう面づらで応こたえた。

「……わかった」

　先輩も、少し慌あわてたような顔で頷うなずく。

「……うん、行く」

　急な来訪者を恨うらんだがすぐに気を取り直す。まぁ、これからも時間はあるし──と。

「じゃあホラ、行こう。遅くなると混んじゃうからさ」

「だってさ。伊野、早く早くー」

　引き継ぎは後日にすることにして、伊野は美化委員室をあとにした。

























　それは本当に小さな吐と息いきのような声で、絶対に聞こえないはずだった。

　それなのに、先を行く先輩がふいに振り返った。

　前にもこういうことがあったことを思い出し、うれしくなってしまう。

「伊野くん、どうしたの？」

「……いえ。なんでも」

　伊野は、先輩に追いつきながら思う。

（いつか、ちゃんと名前で呼べたら……）

　ふと風子が、伊野を見上げ小さな声で尋たずねてきた。

「ねえ、伊野くん。どうして私とつき合いたいと思ってくれたの？」

　久しぶりの質問だ。

　伊野は理由を口にしようかどうしようか少し考えて、やっぱりやめることにした。

　なぜかというと、先輩が不ふ思し議ぎそうに見上げてくるその顔がお気に入りだからだ。

（まだもう何回かは見たいし……）

　だから、まだ当分の間は黙だまっておこうと決めた。
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■美和蒼太




　寝起きでキッチンに行くと、姉の風ふう子こがウキウキした顔で料理をしていた。その顔はとてつもなくかわいいが、その笑顔の先にあるものを想像すると、なんだかイラッとする。

「それ、伊い野のサンと食べるヤツ？」

　思わず低い声になってしまったが、致いたし方ない。

「うん。そうだよ。今日は映画を観に行くから、そのあとお花見しながら食べようかなって思って」

「……ふーん。これ、焦こげてんじゃない？」

　蒼そう太たは唐から揚あげをつまんで口に放り込んだ。

「あ！　ダメだよ。数考えて作ってるのに～！」

　風子が菜さい箸ばしを持って手をパタパタさせているのを見ると、朝から和なごむ。

「一個くらい足んなくたって、わかんないだろ」

「もー。今日部活行くっていうから、蒼太の分も作ってるのに。そんなこと言うなら、蒼太の分からひとつ減らしておくからね」

　自分の分も作ってくれていたのかとビックリする。

「えー！　聞いてない！　そういうことは先に言っとけよなー！」

「だって、蒼太が来るなり食べたんじゃない」

「俺のもあるって知ってたら食べなかったし！」

「仕方ないなー。じゃあ私の分、入れておいてあげるね」

　そういうところが風子だ。蒼太は心の中でウンウンと頷うなずいた。

「伊野サンの分、減らせばいいじゃん。脂あぶらっこいのとか、食べなさそうだし」

　風子は首を横に振った。

「そんなことないよ。伊野くん、唐揚げ大好きみたいだし」

　うっとりとした顔を見たら、和みかけていた気持ちが吹っ飛んでしまう。

　蒼太は、恨うらみがましく風子を睨にらみ、唐揚げをもうひとつ口に放り込んだ。

「あー！　また食べた！」

「これで、姉あね貴きと伊野サンの数が同じになるからいーだろ。俺、歯ぁ磨みがいてくる！」

　蒼太は不ふ機き嫌げんにそう言い放ち、洗面所へと向かった。




■→伊野深月




「きもい……」

　朝からそんな言葉が口をついて出てしまった。

　なぜなら、双ふた子ごの兄、柊しゆう真まがやけに浮かれているからだ。

　ともすれば、フローリングから数センチ、足が常つねに浮いているようにも見える。

「うるさい」

　柊真とは最近、そんなささいな言い合いが日常茶さ飯はん事じとなっている。でもそれがうれしい。

「……ふーちゃんとのデート、そんなに楽しみなんだ？」

「……だったら悪いのか？」

　ここで『別に』とか言わないあたりが、身内ながらなんだか恐おそろしい。

「まさか、それ着てく気？　季節的にイマイチじゃない？」

　少しからかうつもりで言ったのに、柊真は困こん惑わくするような空気を醸かもし出した。

「……マジで？」

　深み月つきは、おもしろいので頷いてみる。

「マジで」

　柊真は無言で部屋に引き返していった。

　そのままいつまで経たっても出てこない。リビングでカフェオレを飲み終えてしまった深月は、小さくため息をついて柊真の部屋をノックする。

「開けるよ？」

　返事を聞かずにドアを開けた深月は、目の前の光景に啞あ然ぜんとした。

　ベッドの上に、服が積み重なっている。しかも本人はなぜか制服を着ている。どうやら、深月の発言を真に受け着ていく服で悩んだあげく、最終的に制服を着てしまったらしい。

（あり得ない……）

「……もしかして、服で悩んでる？」

　柊真はコクリと頷いた。

「季節的にイマイチなんだろ？」

　深月は軽く額ひたいを押さえたあとで、ツカツカと部屋に入り込み、柊真が最初に着ていた服の上下そのままと、ジャケットを少しだけ厚めのものに替えて差し出した。

「ジャケットはこっちの方がいいと思う、夜はまだ冷え込むから。あと、このマフラーもしてって、もし寒くなったらふーちゃんに貸してあげて」

　柊真は、無言でそれらを受け取った。

　なのでそのまま部屋を出ようとしたら、後ろから声をかけられた。

「……サンキュ。助かる」

　深月は一いつ瞬しゆん驚いて目を見開いてしまったが、すぐに平静を装よそおって振り返った。

「まあ、仕事柄がら、服にはうるさいの。……ふーちゃんによろしく」

　柊真のことをかわいいなどと思ったのは、それが初めてのことだった。




■→滝本樹




「あれー！　伊野と美み和わ先パイ！　こんなとこでナニしてんの？」

　中学の時のトモダチ二人と、映画鑑かん賞しよう兼けんカラオケ兼女の子鑑賞兼ナンパで、比ひ較かく的てき大きなターミナル駅の十と守もり駅に遊びに来ていた滝たき本もとは、シネコンで伊野たちと出くわした。

「……映画鑑賞以外の目的で映画館にくる人間がいるのか？」

（うわ！　伊野ってば、マックス機嫌悪わりぃ！）

「ですよね～！　で、ナニ観んの？　『死し霊りようのダンスパーティー』？　『美女とゾンビ』？　『ジェイソンVS女子高生』？」

「……なんで、Ｂ級どころかＣ級ホラー限定なんだよ」

　伊野の声は、地の底から響ひびいてくるように低い。

「こんにちは、滝本くん。今日はお友達と？」

　美和先パイに声をかけられて、滝本はほんわかする。

（最初は地味で気づかなかったけど、このヒトはいい！　小春日和びよりのようなヒトだ！）

　最近、滝本はそう思っている。ちなみにもちろん、伊野が冬だ。

　深月ちゃんに罵ののしられながら踏ふまれるのもいいが、美和先パイに膝ひざ枕まくらをしてもらうのもいい。どっちも捨てがたすぎる。

（あ。早はや川かわ先パイに放課後、部活でビシバシしごかれるのもいいかも……。部活のあとで二人っきりになった時には『さっきはゴメンね。ほかの後輩の手前もあってさ……』とか照れて、ちょっと乱れたポニーテールをほどいてくれたりして……いい！　よすぎる！）

　滝本の妄もう想そうは膨ふくらむ一方だ。

「……あの、滝本くん？」

「返事しろ」

　伊野にゲシッと蹴けりを入れられて正気に戻る。

「あ、はい、トモダチとです。今、観終わってトイレ行ってます」

「そうなんだ。滝本くんは、なに観たの？」

「俺すか？　俺らは『家元襲しゆう名めいのその時、北ほく陸りく新幹線は出発して、温泉でドッキリ殺人事件』です」

「え。それ、これから観に行くやつだ。おもしろかった？」

　滝本はコクコクと頷いた。

「まーまーでしたよ。でもまさか犯人がヤスだとは、思いもよら……はうあっ！」

　喋しやべってる途中で、再び蹴りを入れられた。

「……黙だまってろ」

　伊野に視線で殺されるかもしれない。

「え？　犯人はヤスさんって人なの？」

「……先輩。今日は、違う映画にしましょう。あんまりおもしろくなさそうだし、まだチケット買ってないし」

「あ、うん。伊野くんの観たい映画でいいよ」

「じゃあ、あれはどうですか？　ハリウッド大作で、評判もいいみたいだし」

　伊野は美和先パイをエスコートしながら行ってしまった。

「オマエ、蹲うずくまってナニしてんだよ？」

「腹でも痛いのか、イツキ？」

　戻ってきたトモダチが心配してくれる。

「あーうん。なんかちょっとアテられただけ。幸せオーラってヤツに」

　滝本はそう言ってバチンとウインクをした。




■→早川由利




「やー、楽勝だったねー！　すごいよ、由ゆ利り！」

　早川由利は、バドミントン部のメンバーと一緒に、移動していた。

　今日は近きん隣りんの学校との練習試合で、怪け我がをした部員の代打で出場することになったのだ。

「あはは。マグレマグレ。あたし、スマッシュ苦手だし。ルールもギリ覚えたくらいだから、なんとか勝てて助かったよ～」

　両親ともに運動神経がいいのを受け継ついだようで、わりとなにをやってもそこそこの成績を取ることができる。ただ、それが禍わざわいしてか、今のところ、これといって特別に打ち込めるものに巡めぐり会えていないのも確かだ。

（なんか、ピキーンとくるものがあるといいんだけどねぇ……）

　常々そう考えてはアンテナを張っているのだが、なかなかそういうものに出会えずにいる。

（大学行ったら、なにか変わるのかなー？）

　そんなことを考えていたら、ふと、目の前をキラキラしたものが通り過ぎた。

（ん？　なに？　残像？）

　目をこらすとそれは、風子とそのカレシだった。

「ごめん。あたし、こっちから帰るね。お疲れ～！」

　由利はバドミントン部のメンバーに別れを告げて、風子たちを追いかけた。

「よっ！　お疲れ！　デート？」

　風子の肩かたを叩たたいて声をかけると、風子が笑顔で振り向いてくれた。

「由利！　どうしたの？　その格かつ好こうはまたどこかの部活のお手伝い？」

　由利はジャージの上下に大きなスポーツバッグを背負っている。デートの邪じや魔まをしたからといって、嫌いやな顔ひとつしない。風子のそういうところが由利は好きだ。

「うん。今日はバドミントン部の手伝い」

「勝った？」

「もちろん！」

「わあ、やっぱりすごいねぇ！」

「あはは。サンキュー。ごめんね、デートの邪魔して。ゴミ捨て王子」

「いえ」

　風子のカレシは、相変わらず読めない表情のまま頷く。

「なに、映画かなんか？　おもしろかった？」

「いえ。微び妙みような駄だ作さくでした」

「そう？　おもしろかったよ？」

「先輩がそう言うならよかったです」

「でも、『家元襲名のその時、北陸新幹線は出発して、温泉でドッキリ殺人事件』も観たかったね」

「推すい理りモノで、犯人がわかってるのはちょっと……」

「ふふ……それもそうだね。ヤスさん、だっけ？」

　風子はとってもうれしそうだ。

「よかったね、風子」

　思わず、そんな言葉が口をついて出てしまった。

　風子は一瞬きょとんとしてから、大きく頷く。

「うん！　あ。そうだ。これから十守公園に行ってお弁当を食べるんだけど、由利もこない？　お弁当作りすぎちゃって」

（風子……あんたって子は……）

　由利はヤレヤレと思いつつ、伊野の肩を労いたわるようにポンポンと叩いた。

「ゴミ捨て王子も苦労するねー。本格天然が相手だと」

　伊野は由利の同情に同意するように、小さく頷いた。

「あたしもこれからランチの約束があるんだ。だから、また今度ね！」

　由利はそう言って踵きびすを返した。

（カレシか。そういうのも考えてみようかな。なんか風子見てると楽しそうだし……）

　ふと、そんなことが脳のう裏りを過よぎった。




■→佐久間慧




「あれ？　奇き遇ぐうだね」

　花見を終えて公園を出たところで、美和さんと伊野君と鉢はち合あわせた。

「佐さ久く間ま先輩！　こんにちは。佐久間先輩もお花見ですか？」

「うん。見頃みたいだから。結構混んでるけど、西門の方は穴場みたいだよ。ベンチもいくつか空あいてたし」

「ホントですか？　ありがとうございます」

　背後から袖そでをクイッと引かれた。どうやら紹しよう介かいしてほしいらしい。

「こちら、三年の時に隣となりのクラスだった白しら河かわしおりさん。僕の彼女」

「え！　そうなんですか？　あの、こんにちは。美化委員会でお世話になった三年の美和風子といいます」

「……知ってます。佐久間君といるところ何回か見たから。そちらは、カレシさん？」

　美和さんは少し驚いたように目を見開いたあと、ふんわりと微笑ほほえんだ。

「はい。おつき合いをしている伊野柊真くんです」

「同級生？」

　しおりが尋たずねると、伊野君は少しだけぶっきらぼうに答えて会え釈しやくをした。

「……二年です」

　どうやら、年下コンプレックスは健在らしい。

「そう。おとなびてるカレシさんなのね。あのね、カレシさん。お願いがあるの。美和さんのこと、しっかり捕つかまえていてね。そうしてくれないと、困るから」

　佐久間は思わず、しおりを振り返った。

「オレからも同じお願いをしておきますよ、白河先輩」

　伊野君が頷きながら答える。

「いいわ。じゃあ、協定を結びましょうか」

「いいッスね」

　なにやら不ふ穏おんな協定が結ばれたらしい。

「僕も大たい概がい、信用ないなぁ……」

　思わず苦笑がもれる。

　でもまあ、今はとにかく──。この微妙に素す直なおじゃない、意外とヤキモチ焼きの恋人の不安を取り除のぞくのが最優先事じ項こうのようだ。

「じゃあね。ほら。行こう、しおり。映画がはじまっちゃうよ」

　僕は、小こ刻きざみに震ふるえるほっそりとした手を握にぎって歩きだした。




■→伊野柊真




「伊野くん。協定って、なんのこと？」

　先輩はさっきから、何回かそれを聞いてくる。

「別に。言葉のアヤっていうか、冗じよう談だんですよ」

「ホントに？　なんか意味深だったから気になっちゃって……」

「忘れてください。それより、あそこ、どうですか？」

　伊野は少し先にある真しん鍮ちゆうのベンチを指さした。

　大きな桜の木の下なのに、意外にも人は少ない。

　あの佐久間先輩の情報かと思うと、なんだか腹立たしいが、せっかく先輩と過ごすなら、きれいな桜の下に越したことはない。

　なのに、タッチの差で、反対方向から来た人に席を取られてしまった。

「すみません。オレが先に行って取っておけばよかったですね」

「ええ！　いいよ、そんなの！　大丈夫だよ。レジャーシート持ってきたから、芝しば生ふの上で食べようよ。ね？」

　先輩はトートバッグを漁あさって、大きなピンク色のシートを取り出して見せてくれた。

　二人で広げて、その上に座る。そこに先輩が持ってきたお重やタッパーを広げると、絵に描いたようなお花見状態になった。

　手て鞠まり寿ず司しやお稲いな荷りさん、唐揚げや卵焼きなどが色とりどり、たくさん詰まったお弁当だ。

「美お味いしそうですね」

　先輩は照れたように笑う。

「ありがとう。でも期待しないでね。味は普通だよ？」

　先輩は自分の作る料理に自信がないようだが、伊野からすると、それはどれもとても美味しい。基本にきっちり忠実に作られたものは、どれも店で出されたような味だ。

　ただ、伊野の場合は、先輩が作ってくれたことで、さらにプラス[image: ]アルフアのフィルターがかかるので余計に美味しく感じられるのだ。

「まずはお茶をどうぞ」

　先輩が、いい香りのほうじ茶を差し出してくれる。

　受け取ろうとした瞬間、カップに桜の花びらが舞い落ちてユラユラと揺れる。

「なんか、茶柱よりもいいことありそうですね」

　手の中のカップを見つめてそう言うと、先輩はクスクスと笑った。

「伊野くんって、たまにお年寄りみたいなこと言うよね」

「そうですか？」

「そうだよ」

　なんてことない会話がとても楽しい。木こ漏もれ日と、時折舞い落ちてくる桜の花びらの中でのそれは、なんだか現実離れして感じるほど幸せなことだった。

　せっかくのデートだというのに、三度も邪魔が入ってげんなりしていたが、伊野はようやく、先輩と二人きりの空気を心から楽しむことができた。




■→美和風子




　そっと声をかける。

「……伊野くん？　伊野くん、寝ちゃったの……？」

　返事はない。

　お弁当を食べたあと、冗談で膝枕をしてあげたら、伊野くんはそのまま寝入ってしまったようだ。

　少しメガネがずれて、その髪かみには何枚もの桜の花びらがとまっている。

　風子は一枚ずつそれを取っては、息で吹いて少し遠くへ飛ばした。

　最後の一枚を取ったあと、伊野くんの髪をそっと撫なでる。

　すると伊野くんが寝返りを打って、上を向いた。

（あれ？　起きたのかな……？）

　首を下げて覗のぞき込もうとしたら、ふいに伸びてきた手が風子の頰ほおをつかんだ。

　そのままそっと引き寄せられ、鼻の頭にチュッと口づけられる。

　風子は慌あわてて身を起こした。

「伊野くん!?　起きてたの？」

「いえ。寝てます。でももう一回してくれたら目が覚めるかも」

　目をつむったまま、そんなことを言う。

「もー。起きてるんじゃない！」

　風子は、伊野くんのほっぺたを両手でむにーっと引っ張った。

「噓うそをつく悪い子は、寝てていいです。でも……私も一緒に寝ようかな」

　風子は伊野くんの頭をそっと下ろして、自分もその隣に寝転がった。
















　枝振りのいい桜の向こうに、青空が広がっている。

「わあ。気持ちいいね」

「ですね」

　風子と伊野くんは手を握り合って、長いことそうして寝転がっていた。
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　はじめまして、またはこんにちは。水みず澤さわななです。

　今回は、pixivピクシブの人気コミック『委員会のあの子』のノベライズの機会をいただきました。原作ファンがたくさんいらっしゃる作品なので、とても不安だったのですが、原作者の七な都つサマコ先生と担当さんが作ってくださった設定資料やエピソードなどを拝はい見けんしているうちに、どんどん世界観やキャラクターにのめり込み、最後には楽しくお仕事をさせていただきました。

　高校生活の記き憶おくが昔すぎるので、取材をかねて母校の文化祭に行ってきたのですが、いろいろ変わっていて新しん鮮せんでした。制服はかわいいし、模も擬ぎ店てんは本格的だし、担たん任にんだった先生は校長先生になっているし……。時代は流れているんですね。

　伊い野のくんや風ふう子こちゃんをはじめとする登場人物みんな、ほんわか優しくて大好きなのですが、中でも、蒼そう太たくんと滝たき本もとくんを書いている時が楽しかったです（イメージを壊していないことを祈るばかりです）。

　原作ファンの皆みな様さまにも楽しんでいただけたらうれしいです。




　それと。ブログ『水澤なな月誌』http://nana-mizusawa.blogspot.comやってます。すっかり開店休業状態ですが、今年こそマメに更新予定です。よかったら遊びにいらしてください。感想や要望、叱しつ咤た激げき励れいなどをお聞かせいただけたらとてもうれしいです。

　メールアドレスはnana.mizusawa@gmail.comです。もちろん、お手紙も大だい歓かん迎げいです。




　最後になりましたが、お世話になった皆様に感謝の言葉を。

　七都サマコ先生、このたびはありがとうございました！

　カラー表紙や挿さし絵え、コミックを改めて見本誌で拝おがめる日を楽しみにしております。もちろん、pixivでの新作も楽しみにしています。

　執しつ筆ぴつの機会を与えてくださった担当の山内さま。どうもありがとうございました！

　また、校正やデザインなど、制作に関わってくださったすべての方に感謝の意を表させていただきます。もちろん、営業や販売に関わる皆様にも感謝です。

　そしてなにより。この本を手に取ってくださったあなたに、最大級の感謝をこめて。

　新しいお話で再びお目にかかれますように。それでは！


二〇一六年一月  水澤なな
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